
丹
下
健
三
「
広
島
計
画
」
と
原
爆
ド
ー
ム

│
│
旧
産
業
奨
励
館
が
「
焼
け
野
原
」
か
ら

「
平
和
の
象
徴
」
へ
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
│
│越

前

俊

也

は

じ

め

に

丹
下
健
三
「
広
島
計
画
」
と
は
、
一.

丹
下
健
三
（
一
九
一
三
│
二
〇
〇
五
）
ら
が
一
九
四
六
年
に
作
成
し
た
「
広
島
市
土
地
利
用
計

画
」
に
始
ま
る
広
島
復
興
計
画
。
二.

一
九
四
九
年
の
公
募
に
一
等
当
選
し
た
「
広
島
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
案
」。
三.

一
九
五

一
年
第
八
回
近
代
建
築
国
際
会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
の
前
に
策
定
さ
れ
た
「
平
和
都
市
建
設
計
画
の
中
心
課
題
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
平
和

公
園
計
画
。
四.
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
一
九
〇
四
│
一
九
八
八
）
の
関
与
に
よ
り
変
更
、
一
九
五
二
年
に
実
現
し
た
丹
下
に
よ
る
慰
霊
碑

及
び
ノ
グ
チ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
一
九
五
三
年
に
竣
工
し
た
平
和
記
念
公
園
に
架
か
る
二
つ
の
橋
の
勾
欄
。
以
上
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
一
九
五
四
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
新
建
築
』
に
「
広
島
計
画1946−1953

と
く
に
そ
の
平

和
会
館
の
建
設
経
過
」
と
題
さ
れ
て
一
七
頁
に
わ
た
る
記
事
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
�
。
平
和
記
念
公
園
の
平
面
プ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る

こ
れ
ら
の
計
画
と
原
爆
ド
ー
ム
の
関
係
は
、
丹
下
が
「
平
和
大
通
り
か
ら
中
央
の
『
陳
列
館
』
の
ピ
ロ
テ
ィ
の
柱
間
を
通
し
て
、
広
場
、
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慰
霊
碑
、
原
爆
ド
ー
ム
を
一
直
線
上
に
望
む
祈
念
の
景
観
軸
を
提
案
。
廃
墟
を
原
爆
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け

た
」�
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
丹
下
自
身
が
「
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
道
路
と
垂
直
の
軸
を
基

本
に
し
て
展
開
し
よ
う
と
…
…
最
初
か
ら
気
が
つ
い
た
わ
け
で
は
な
い
」�
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
「
原
爆
ド
ー
ム
」
と
言
い

習
わ
さ
れ
て
い
る
旧
産
業
奨
励
館
は
、「
原
爆
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
象
徴
」
と
し
て
の
役
割
を
い
き
な
り
担
わ
さ
れ
た
訳
で
は
な

い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
上
に
述
べ
た
「
広
島
計
画
」
が
進
行
す
る
過
程
で
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
以
下
の
よ
う
に
論
を
進
め
て
行
く
。

第
一
章
で
は
、
一
九
四
六
年
に
調
査
作
成
さ
れ
た
復
興
計
画
を
見
て
、
少
な
く
と
も
一
九
四
八
年
前
半
ま
で
は
原
爆
ド
ー
ム
が
丹
下
ら

の
関
心
の
外
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
一
九
四
九
年
の
「
競
技
設
計
当
選
案
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
と
き

旧
産
業
奨
励
館
は
「
原
爆
の
遺
骸
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
丹
下
が
提
案
し
た
陳
列
館
と
と
も
に
原
爆
被
害
の
過
去
を
思
う

基
点
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
判
断
す
る
。
第
三
章
で
は
丹
下
が
一
九
五
一
年
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
に
提
出
し
た
「
広
島
の
コ

ア
」
と
い
う
小
論
と
図
面
を
も
と
に
、
こ
の
時
点
で
ド
ー
ム
は
平
和
都
市
の
中
核
（
コ
ア
）
と
し
て
特
別
な
地
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と

考
え
る
。
そ
し
て
第
四
章
で
は
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
関
与
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
産
業
奨
励
館
は
基
点
や
コ
ア
か
ら
、
祈
り
を

捧
げ
る
対
象
へ
と
神
聖
視
化
さ
れ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。
た
し
か
に
一
九
四
九
年
の
競
技
設
計
当
選
案
は
、
旧
産
業
奨
励

館
を
百
メ
ー
ト
ル
道
路
と
垂
直
に
交
わ
る
軸
線
上
に
据
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
建
造
物
に
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ
た
。
し

か
し
、
こ
の
時
点
で
丹
下
が
、「
原
爆
の
地
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
を
記
念
す
る
『
精
神
的
な
象
徴
』
の
意
味
を
帯
び
て
く

る
」�
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
公
園
プ
ラ
ン
全
体
と
記
念
館
の
方
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
「
原
爆
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
象

徴
」
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
「
廃
墟
」
の
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
と

し
て
ノ
グ
チ
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
む
し
ろ
ノ
グ
チ
の
導
き
に
よ
っ
て
、
丹
下
は
「
垂
直
の
軸
」
の
原
案
に
は
な
か
っ
た
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原
爆
ド
ー
ム
に
対
す
る
神
聖
視
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
祈
り
を
捧
げ
る
方
向
性
を
持
た
せ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
証

し
て
い
く
。

第
一
章

広
島
復
興
都
市
計
画

一
九
四
六
│
一
九
四
八
〈
焼
け
野
原
と
し
て
の
原
爆
ド
ー
ム
〉

第
一
節

道
路
計
画＝
「
大
東
亜
建
設
忠
魂
神
域
計
画
」
の
大
東
亜
道
路
と
の
類
縁
性

一
九
四
六
年
五
月
、
丹
下
は
戦
災
復
興
院
�
よ
り
復
興
都
市
計
画
策
定
を
委
嘱
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
丹
下
が
広
島
入
り
を
し
て

「
爆
心
地
に
近
い
現
場
小
屋
を
根
城
に
し
て
一
ヶ
月
余
り
を
、
ま
だ
血
な
ま
ぐ
さ
い
現
地
で
、
調
査
や
計
画
の
作
業
を
し
た
」�
の
は
同
年

夏
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
二
回
目
の
滞
在
調
査
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
の
作
業
の
結
果
は
同
年
末
に

は
戦
災
復
興
院
な
ら
び
に
広
島
市
に
提
出
さ
れ
、
翌
一
九
四
七
年
一
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
九
回
広
島
市
復
興
審
議
会
�
で
、
丹

下
自
身
に
よ
る
説
明
が
な
さ
れ
た
。
戦
災
復
興
院
が
丹
下
に
作
成
を
依
頼
し
た
復
興
「
計
画
図
」
に
関
し
て
は
現
在
所
在
が
不
明
で
あ
る

が
、
そ
の
「
説
明
書
」
に
相
当
す
る
「
広
島
市
土
地
利
用
計
画
説
明
要
旨
」（
以
下
「
説
明
要
旨
」
と
記
載
）
に
従
い
、
こ
の
時
点
で
丹

下
が
広
島
の
復
興
計
画
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
説
明
要
旨
」
は
、
�.

「
土
地
利
用
計
画
の
概
要
」、
�.

「
土
地
利
用
計
画
上
特
に
既
定
計
画
又
は
既
定
方
針
に
対
し
て
修
正
を
要
す

る
諸
事
項
及
び
計
画
上
特
に
留
意
す
る
点
」
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
と
り
わ
け
目
に
つ
く
こ
と
は
、
そ
の
第
�

部
に
お
い
て
、
主
要
幹
線
道
路
を
変
更
し
て
斜
路
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
と
重
要
性
を
力
説
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

斜
路
と
は
、
広
島
駅
か
ら
市
街
中
心
部
に
位
置
す
る
紙
屋
町
を
経
て
、
後
に
平
和
記
念
公
園
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
旧
中
島
町
へ
と

至
る
道
（
図
１
）
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
加
え
て
第
�
部
の
Ｂ.

「
用
途
地
域
」
の
う
ち
２
の
（
１
）
に
掲
げ
た
「
中
央
商
業
地
域
」
の
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説
明
で
、「
中
ノ
島
本
町
筋
に
発
生
し
た
問
屋
街
が
広
島
市
の
商
業
的
中
心
地

を
な
し
て
い
た
」
と
ひ
も
と
い
た
上
で
、「
現
在
は
住
居
分
布
が
市
街
に
分
散

す
る
結
果
広
島
駅
を
利
用
す
る
通
勤
者
が
異
常
に
膨
張
し
そ
れ
に
伴
い
そ
れ
ら

商
店
街
は
尚
東
漸
し
つ
つ
あ
る
」
現
状
分
析
を
し
て
い
る
件
を
見
る
と
、
丹
下

が
こ
の
時
点
で
広
島
駅
と
市
街
中
心
部
を
結
び
斜
め
に
走
る
幹
線
道
路
の
建
設

に
如
何
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
斜
路
に
対
す
る
執
着

は
、
実
は
平
和
記
念
公
園
設
計
時
に
も
そ
の
問
題
意
識
を
継
続
さ
せ
、「（
平
和

記
念
公
園＝

旧
中
島
町
）
敷
地
の
北
東
か
ら
４５°
の
角
度
で
こ
こ
を
横
断
す
る
道

は
広
島
の
銀
座
だ
っ
た
道
で
、
交
通
路
と
し
て
残
し
た
い
」�
と
考
え
、
実
現

さ
せ
た
。
戦
後
か
ら
「
説
明
要
旨
」
作
成
こ
ろ
ま
で
の
時
期
の
丹
下
は
、
通
勤

現
象
も
し
く
は
都
市
部
の
人
口
移
動
問
題
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
�
。

そ
の
只
中
に
作
成
し
た
広
島
復
興
計
画
に
お
い
て
、
東
の
新
興
住
宅
街
を
後
背

地
に
持
つ
広
島
駅
と
西
広
島
の
住
宅
街
に
あ
る
己
斐
駅
を
市
内
中
心
部
を
経
由

し
な
が
ら
最
短
距
離
で
繋
ぐ
た
め
の
斜
路
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
旧
西
国
街
道

（
図
２
）
の
建
設
は
、
丹
下
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
最
重
要
課
題

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
戦
中
に
丹
下
が
作
成
し
た
「
大
東
亜
建
設
忠
霊

神
域
計
画
」（
一
九
四
二
、
図
３
）
と
の
関
連
で
も
語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

同
計
画
は
正
式
な
名
称
が
「
大
東
亜
道
路
を
主
軸
と
し
た
る
記
念
造
営
計
画
│

図 1 丹下建三が計画した広島駅から紙屋町を経て中島町に至る斜路
（広島市街地図［1934年現在、原図広島市所蔵］上に筆者が作図したもの）
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図 2 「図 1」の斜路を延長して己斐駅に至る旧西国街道を加えた地図
（広島市街地図［1934年現在、原図広島市所蔵］上に筆者が作図したもの）

図 3 大東亜道路
（丹下健三「大東亜道路を主軸としたる大東亜建設忠霊神域計画」1942年より部分）

― １１３ ― 丹下健三「広島計画」と原爆ドーム



主
と
し
て
大
東
亜
建
設
忠
霊
神
域
計
画
」
と
あ
る
よ
う
に
皇
居
と
神
域
と
す
る
富
士
山
麓
を
「
大
東
亜
政
治
の
中
枢
と
な
る
べ
き
新
都

市
」�
を
経
由
し
な
が
ら
最
短
で
結
ぶ
大
東
亜
道
路
の
建
設
を
「
主
軸
」
に
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
、
同
計
画
と
平
和
記
念
公
園

の
類
縁
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
本
殿
と
後
者
の
慰
霊
碑
の
類
似
や
、
同
じ
く
拝
殿
施
設
に
対
す
る
国
民
広
場
と
平
和
記
念
館
に
対
す

る
平
和
広
場
の
配
置
の
類
似
の
も
と
に
比
較
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
を
常
と
し
て
き
た
が
�
、
丹
下
が
建
築
家
で
あ
る
以
前
に
都
市
計
画
家

で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
広
島
市
復
興
審
議
会
に
却
下
さ
れ
未
遂
に
終
わ
っ
た
こ
の
「
斜
路
」
の
建
設
こ
そ
、
戦
中
に
作
成
し

た
計
画
を
引
き
継
ぐ
要
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
�
。

第
二
節

地
域
区
画
、
と
り
わ
け
平
和
記
念
公
園
敷
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

「
大
東
亜
建
設
忠
霊
神
域
計
画
」
に
お
い
て
「
中
枢
と
な
る
べ
き
新
都
市
」
す
な
わ
ち
「
東
京
の
膨
張
を
防
が
ん
と
す
」
る
新
し
い
首

都
は
「
住
宅
地
域
」「
政
治
地
域
」「
経
済
地
域
」「
○
○
地
域
」（
読
み
取
れ
ず
）
の
四
区
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
�
。
そ
し
て
こ
の
首

都
か
ら
西
に
離
れ
て
丹
沢
山
系
の
手
前
に
「
大
東
亜
文
化
中
枢
」
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
西
進
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
潜
っ
た
先
の
富
士
山
麓
に

「
忠
霊
神
域
」
の
建
設
を
計
画
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
先
に
述
べ
た
一
九
四
六
年
末
に
丹
下
ら
が
提
出
し
た
復
興
の
土
地
利
用
に
関

す
る
「
説
明
要
旨
」
で
は
広
島
市
内
を
「
住
居
地
域
」「
工
業
地
域
」「
商
業
地
域
」「
無
指
定
地
域
」
の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
�
。
同

年
七
月
に
作
成
し
た
「
広
島
市
復
興
都
市
計
画
の
基
礎
問
題
」
と
題
し
た
論
考
の
分
析
で
「
山
陽
工
業
地
帯
の
形
成
と
そ
の
軍
事
的
発

展
」
を
「
広
島
市
の
性
格
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
再
建
を
復
興
展
望
の
柱
と
据
え
て
い
る
こ
と
�
か
ら
、
丹
下
ら
が
広
島
を
工
業
都
市
と

位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
大
東
亜
の
新
首
都
で
は
「
政
治
」
と
「
経
済
」
に
当
て
ら
れ
た
地
域
が
「
工

業
」
と
「
商
業
」
に
割
り
当
て
ら
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
「
説
明
要
旨
」
に
は
、
特
別
用
途
地
区
と
し
て
、「
公
館

特
別
地
区
」
と
「
港
湾
特
別
地
区
」
と
「
文
教
特
別
地
区
」
の
三
つ
の
地
区
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
文
教
特
別
地
区
」
を
戦
中
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に
構
想
し
た
新
都
市
で
は
「
大
東
亜
文
化
中
枢
」
に
相
当
す
る
と
判
断
で
き
る
。
す
る
と
残
り
の
「
公
館
特
別
地
区
」
と
「
港
湾
特
別
地

区
」
の
う
ち
、
前
者
は
や
は
り
大
東
亜
新
首
都
の
「
政
治
地
域
」
に
相
当
し
、
後
者
は
富
士
山
麓
の
「
忠
霊
神
域
」
に
相
当
す
る
。「
公

館
特
別
地
区
」
に
は
市
庁
舎
を
新
設
し
公
会
堂
や
図
書
館
も
あ
る
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
、「
港
湾
特
別
地
区
」

は
大
東
亜
建
設
計
画
の
富
士
山
麓
同
様
、
自
然
の
立
地
条
件
を
背
景
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
区
画
の
面
で
も
広
島
復

興
の
土
地
利
用
計
画
は
、
戦
中
の
「
大
東
亜
建
設
忠
霊
神
域
計
画
」
を
踏
襲
す
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
論
で
問
題
と
な

る
の
は
、
旧
産
業
奨
励
館
を
含
む
細
工
町
と
中
島
地
区
か
ら
な
る
将
来
平
和
記
念
公
園
と
な
る
地
帯
を
こ
の
時
点
で
丹
下
が
ど
の
区
画
に

配
し
た
か
で
あ
る
。
石
丸
紀
興
が
地
元
紙
で
あ
る
『
中
国
新
聞
』
や
『
広
島
県
史
』
な
ど
を
参
照
に
広
島
の
復
興
都
市
計
画
を
細
密
に
検

証
し
た
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
中
島
地
区
は
「
公
館
特
別
地
区
」

に
分
類
さ
れ
て
い
た
�
。
石
丸
が
そ
う
判
断
し
た
一
九
四
七
年
二
月
五
日
に

『
中
国
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
丹
下
案
と
呼
ば
れ
る
カ
ッ
ト
」（
図
４
）
に
従

う
な
ら
ば
、
中
島
地
区
の
対
岸
に
あ
る
旧
産
業
奨
励
館
の
あ
る
細
工
町
は
「
無

指
定
地
域
」
に
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
丹
下

は
、
旧
産
業
奨
励
館
に
特
別
な
役
割
は
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
頴
原
澄
子
に
よ
る
原
爆
ド
ー
ム
保
存
の
過
程
に
関
す
る
詳
細
な
研

究
�
に
よ
れ
ば
、
丹
下
が
戦
災
復
興
院
へ
「
説
明
要
旨
」
を
提
出
す
る
以
前

に
、
戦
災
復
興
院
は
「
告
示
第
二
三
一
号
」（
一
九
四
六
年
一
一
月
一
日
付
け
）

で
「
広
島
復
興
都
市
計
画
公
園
」
を
す
で
に
公
に
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で

は
、
中
島
地
区
は
も
と
よ
り
旧
産
業
奨
励
館
の
位
置
す
る
細
工
町
も
中
央
公
園

図 4 「（丹下案とされる）広島用途別地域配置計
画」『中国新聞』1947年 2月 5日（石丸紀興
「広島復興都市計画と丹下健三」より再録）
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の
一
部
と
し
て
公
園
敷
地
の
な
か
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
頴
原
は
同
じ
研
究
の
な
か
で
丹
下
が
「
説
明

要
旨
」
を
提
出
し
た
同
じ
一
二
月
に
広
島
市
共
済
組
合
が
発
行
し
た
『
広
島
復
興
都
市
計
画
街
路
網
公
園
配
置
図
二
万
分
ノ
一
』
で
は
旧

産
業
奨
励
館
の
建
つ
敷
地
は
公
園
緑
地
と
し
て
色
分
け
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
伝
え
て
お
り
�
、
こ
の
時
期
、
こ
の
敷
地
を
め
ぐ
る
解

釈
、
す
な
わ
ち
旧
産
業
奨
励
館
の
存
廃
を
め
ぐ
る
判
断
は
、
復
興
計
画
を
練
る
当
事
者
の
間
で
も
か
な
り
の
混
乱
を
来
し
て
い
た
状
況
を

物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
「
説
明
要
旨
」
の
「
公
館
特
別
地
区
」
は
、
平
和
記
念
公
園
の
現
状
と
比
較
し
て
大
き
く
異
な
る
点
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
時
点
の
丹
下
ら
は
、
こ
の
地
区
に
市
庁
舎
や
公
会
堂
を
建
設
し
て
市
民
の
集
ま
る
場
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
が
、
原
爆
死

没
者
の
慰
霊
の
た
め
の
施
設
は
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

第
三
節

旧
産
業
奨
励
館
│
一
九
四
八
年
の
転
機

以
上
の
よ
う
な
丹
下
が
立
て
た
広
島
の
復
興
計
画
は
、
第
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
一
九
四
七
年
一
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
九

回
広
島
市
復
興
審
議
会
に
か
け
ら
れ
た
。
当
日
の
記
録
を
見
る
と
そ
の
会
場
は
、「
政
庁
及
三
滝
荘
」
と
な
っ
て
お
り
、「
丹
下
・
武
両
氏

よ
り
土
地
利
用
計
画
の
説
明
が
あ
り
、
二
、
三
意
見
交
換
後
会
食
し
て
散
会
す
」�
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
一
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ

た
第
二
〇
回
復
興
審
議
会
は
委
員
長
の
「
所
謂
丹
下
案
が
問
題
と
な
っ
て
居
る
が
、
審
議
会
と
し
て
一
度
決
定
し
た
案
を
変
更
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
意
見
を
窺
い
た
い
」�
と
い
う
発
言
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
会
に
は
丹
下
・
武
の
両
者
は
出
席
し
て
い
な
い
。
要
す

る
に
復
興
審
議
会
側
か
ら
す
れ
ば
、
丹
下
ら
が
作
成
し
て
い
た
「
広
島
市
復
興
計
画
」
は
あ
く
ま
で
も
参
考
意
見
で
あ
り
、「
審
議
会
の

決
定
意
見
よ
り
よ
り
以
上
に
よ
い
案
が
出
れ
ば
…
…
修
正
し
て
も
よ
い
」�
程
度
の
位
置
づ
け
し
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
道
路
案
に
関
し
て
は
「
早
急
を
要
す
る
問
題
」�
と
し
て
丹
下
が
強
く
主
張
し
た
斜
路
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
市
役
所
の
位
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置
も
元
案
ど
お
り
元
の
庁
舎
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
�
、
丹
下
が
「
公
館
特
別
地
区
」
と
し
た
中
島
地
区
に
移
転
新
築
す
る
案
は
賛
同

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
復
興
審
議
会
は
同
年
三
月
六
日
に
開
催
し
た
第
二
一
回
を
持
っ
て
実
質
的
な
審
議
を
終
了
し
、
ほ
ぼ
一

年
後
の
一
九
四
八
年
三
月
一
七
日
に
解
散
し
て
い
る
。
こ
の
復
興
審
議
会
の
決
定
事
項
を
反
映
し
て
い
る
の
が
、
前
節
で
触
れ
た
頴
原
も

参
照
に
し
て
い
る
一
九
四
七
年
末
に
発
行
さ
れ
た
『
市
勢
要
覧
』
復
興
第
二
年
号
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
「
戦
災
復
興
計
画
の
樹
立
」

の
項
目
に
「
広
島
は
世
界
平
和
の
記
念
都
市
で
あ
る
。
市
の
復
興
は
、
世
界
平
和
を
象
徴
す
る
に
足
る
理
想
的
な
文
化
都
市
を
目
標
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」�
と
唱
い
上
げ
、「
復
興
計
画
の
内
容
」
の
第
三
項
目
で
「
こ
の
度
の
復
興
区
域
内
は
そ
の
面
積
の
一
割
以
上
を
緑

マ
マ

地
、
公
園
に
充
当
す
る
計
画
で
進
ん
だ
。
そ
の
種
類
は
ま
づ
原
子
爆
弾
の
爆
心
地
附
近
に
あ
る
中
島
慈
仙
寺
鼻
一
帯
を
平
和
記
念
公
園
と

し
て
計
画
し
た
」�
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
細
か
い
記
載
は
な
い
が
、
こ
こ
で
旧
産
業
奨
励
館
が
位
置
す
る
細
工
町
が
中
央
公
園
の
敷
地

と
し
て
市
内
第
二
の
大
公
園
に
算
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
頴
原
が
す
で
に
報
告
す
る
通
り
で
あ
る
�
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
一
九
四

七
年
末
の
「
復
興
計
画
の
内
容
」
五
項
目
の
ど
こ
に
も
慰
霊
施
設
建
設
に
関
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
『
市
勢
要
覧
』
発
行
か
ら
三
月
ほ
ど
後
に
あ
た
る
一
九
四
八
年
三
月
二
八
日
、
朝
日
新
聞
紙
上
に
広
島
平
和
記
念
カ
ト
リ
ッ
ク
聖

堂
建
築
競
技
設
計
に
関
す
る
開
催
要
項
が
発
表
さ
れ
る
。
締
め
切
り
は
三
ヶ
月
後
の
六
月
で
あ
り
、
丹
下
は
こ
の
間
、
寝
る
間
も
惜
し
ん

で
設
計
案
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
�
。
そ
の
設
計
の
特
徴
や
一
等
が
無
く
二
等
当
選
で
あ
り
な
が
ら
丹
下
案
が

実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
藤
森
の
論
�
に
譲
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
丹
下
が
、
応

募
要
項
で
は
必
須
要
件
で
は
な
か
っ
た
鐘
楼
を
敢
え
て
プ
ラ
ン
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
藤
森
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
五
年
前
に
オ
ス
カ
ー
・
ニ
ー
マ
イ
ヤ
ー
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
建
て
た
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会
（
一
九
四
三
年
）
の
影
響
と
見
る
向
き
も
あ
る

が
、
施
主
が
必
ず
し
も
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
実
践
的
な
機
能
を
担
わ
な
い
建
造
物
（＝

鐘
楼
）
を
敢
え
て
敷
地
内
の
プ
ラ
ン
に
加
え
た

事
実
は
、
機
能
的
な
斜
路
の
建
設
や
、
公
会
堂
や
図
書
館
な
ど
も
っ
ぱ
ら
実
質
的
な
役
割
を
果
た
す
施
設
の
建
設
を
目
指
し
て
い
た
一
九
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四
六
年
末
当
時
に
較
べ
る
と
大
き
な
変
化
と
い
え
る
。「
復
興
に
必
要
と
さ
れ
る
建
造
物
は
何
か
？
」
そ
の
問
い
に
対
す
る
丹
下
の
答
え

が
実
質
的
な
も
の
か
ら
象
徴
的
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
行
く
契
機
と
し
て
、
鐘
楼
を
含
め
た
故
に
、
一
九
四
八
年
六
月
、
聖
堂
設
計
競
技

会
の
た
め
に
作
成
し
た
プ
ラ
ン
の
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
時
点
で
も
旧
産
業
奨
励
館
が
丹
下
の
関
心
に
入

っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

聖
堂
コ
ン
ペ
の
審
査
が
行
わ
れ
た
ほ
ぼ
二
ヶ
月
後
に
あ
た
る
一
九
四
八
年
八
月
二
五
日
、
東
京
渋
谷
の
羽
沢
ガ
ー
デ
ン
で
「
広
島
復
興

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
会
者
に
は
長
崎
英
造
産
業
復
興
公
団
総
裁
を
は
じ
め
建
設
次
官
、
衆
議
院
議
員
、
財
界
人
な
ど
の
他
、
浜

井
信
三
広
島
市
長
に
加
え
、
丹
下
、
武
と
い
っ
た
復
興
計
画
に
携
わ
っ
て
き
た
建
築
家
・
都
市
計
画
家
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
し
か
し
懇

談
会
の
内
容
は
、
そ
の
記
録
�
に
よ
る
と
前
年
九
月
か
ら
広
島
市
復
興
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
少
佐
で
建
築
家
の
Ｓ

・
Ａ
・
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
の
意
見
を
傾
聴
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
席
で
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
は
旧
産
業
奨
励
館
を
念
頭
に
お

い
て
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
事
業
の
重
要
性
、
特
に
広
島
の
ア
ト
ム
は
注
目
せ
ら
れ
て
い
る
。
原
爆
記
念
物
保
存
が
必
要
だ
。
本
件
は
市
の
収
入
増
加
に

も
な
る
。
保
存
が
一
日
遅
れ
れ
ば
そ
れ
丈
保
存
が
困
難
と
な
る
。

直
接
的
に
は
語
っ
て
い
な
い
が
、
旧
産
業
奨
励
館
の
廃
墟
を
観
光
の
目
玉
と
し
て
早
急
に
保
存
せ
よ
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。
加
え
て

「
ア
ト
ム
」
と
い
う
抽
象
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
原
爆
を
「
原
子
力
と
い
う
新
時
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
行
使
」
と
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
言
葉
の
す
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
爆
心
地
を
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
復
興
し
よ
う
と
し
た
丹
下
案
、

「
平
和
記
念
」
の
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
ぬ
ま
ま
広
域
公
園
と
し
た
『
市
勢
要
覧
案
』
に
対
し
て
、
こ
こ
で
初
め
て
こ
の
地
を
観
光
資
源
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的
意
義
か
ら
捉
え
る
主
張
が
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
玉
が
旧
産
業
奨
励
館
で
あ
っ
た
。
外
国
人
に
よ
る
こ
の
種
の
提
案
は
ジ

ャ
ヴ
ィ
ー
以
前
に
も
行
わ
れ
て
い
た
�
。
し
か
し
一
堂
に
会
し
た
関
係
者
を
前
に
し
た
直
接
的
な
提
案
は
こ
の
と
き
が
初
め
て
で
あ
り
、

こ
れ
を
機
に
、
公
園
は
記
念
公
園
へ
、
そ
し
て
旧
産
業
奨
励
館
は
保
存
す
る
対
象
へ
と
舵
が
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
�
。

第
二
章

競
技
設
計
当
選
案

一
九
四
九
〈
遺
骸
と
し
て
の
原
爆
ド
ー
ム
〉

第
一
節

配
置
図
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
│
「
原
爆
の
遺
骸
」
を
出
発
点
と
し
て

一
九
四
九
年
四
月
広
島
市
は
「
広
島
市
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
競
技
設
計
」
の
募
集
要
項
を
公
表
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
章
で

も
取
り
上
げ
た
穎
原
の
研
究
に
よ
る
と
、
市
が
公
に
し
た
正
式
な
募
集
要
項
は
現
存
せ
ず
、
同
年
四
月
一
七
日
付
け
『
中
国
新
聞
』
な
ど

こ
の
競
技
設
計
を
告
知
し
た
六
件
の
新
聞
・
雑
誌
の
掲
載
記
事
か
ら
そ
の
内
容
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
�
。
そ
の
う
ち

最
も
詳
し
い
『
建
設
月
報
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
予
定
地
に
関
し
て
は
「
広
島
市
の
中
央
部
中
島
町
及
び
細
工
町
の
一
部
を
加
え
た
約
一

二
三
、
七
五
〇
平
米
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
上
に
「
対
岸
の
一
部
に
は
元
産
業
奨
励
館
の
残
骸
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
適
当
修
理
の
上
存
置

す
る
予
定
」�
と
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。『
建
設
月
報
』
に
記
さ
れ
た
募
集
要
領
に
は
、「
設
計
方
針
」
の
項
目
に
「
平
和
記
念
館
」
に
関

す
る
定
義
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
世
界
平
和
運
動
の
各
種
国
際
会
議
を
招
集
で
き
る
集
会
場
、
原
子
爆
弾
災
害
の
一
切
の
資
料

を
蒐
集
し
て
世
界
平
和
愛
好
者
の
参
考
及
び
研
究
に
供
す
る
陳
列
室
、
平
和
の
祈
り
を
告
げ
る
鐘
を
釣
し
た
平
和
塔
等
を
有
す
る
建
造
物

で
あ
る
こ
と
」�
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
等
当
選
の
山
下
壽
郎
建
築
事
務
所
案
を
見
る
と
、
記
念
館
は
Ａ.

講
堂
、
Ｂ.

各
国
委
員
控
室
、
小
委
員
会
室
、
図
書
室
及
び
事
務
室
、
Ｃ.

大
食
堂
、
Ｄ.

記
念
塔
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
陳
列
室
が
含
ま
れ
て
い

な
い
。
第
三
等
当
選
の
荒
井
龍
三
案
に
は
Ａ.

集
合
室
、
Ｂ.

陳
列
室
と
鐘
塔
�
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
応
募
集
要
領
に
あ
っ
た
平
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和
記
念
館
の
三
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
和
記
念
館
の
施
設
の
中
身
の
要
件
に
関
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
詳
し
く

応
募
者
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
審
査
基
準
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
重
視
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
丹
下

は
こ
れ
に
対
し
「
世
界
的
な
平
和
会
議
の
で
き
る
集
会
場
、
原
爆
資
料
陳
列
室
と
、
研
究
室
、
図
書
室
、
食
堂
等
か
ら
な
る
施
設
と
、
平

和
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
鐘
を
吊
る
す
た
め
の
塔
を
、
公
園
と
一
体
と
し
て
計
画
す
る
」�
案
で
臨
み
、
応
募
要
領
で
唱
わ
れ
て
い
た
平
和

記
念
館
に
関
す
る
定
義
の
要
件
を
全
て
満
た
す
形
で
競
技
に
挑
ん
だ
訳
で
あ
る
。

「
平
和
を
創
り
だ
す
た
め
の
工
場
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
一
文
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
案
は
、
審
査
員
は
も
と
よ
り
若
い

世
代
か
ら
支
持
を
得
、
今
日
に
至
る
ま
で
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
等
当
選
案
趣
旨
説
明
を
注
意
深
く
読
む

マ
マ

と
、
実
は
そ
れ
は
「
悲
惨
な
原
爆
の
犠
牲
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
の
終
止
符
は
う
た
れ
、
世
界
に
平
和
え
の
希
望
と
意
思
が
生
ま
れ
て

き
た
」�
と
い
う
言
い
回
し
や
、「
広
島
が
受
け
た
原
子
爆
弾
は
世
界
平
和
の
礎
」�
と
い
う
文
言
か
ら
顕
著
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
刷
り
込
ま
れ
た
「
一
〇
〇
万
人
神
話
」�
を
出
発
点
と
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
原
爆
投
下
に
よ
り
戦
争
は
終
結
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
本
土
上
陸
作
戦
で
失
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
百
万
人
の
命
が
救
わ
れ
た
と
す

る
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
言
説
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
論
文
の
冒
頭
に
掲
げ
た
当
選
案
配
置
図
（
図

５
）
が
、
旧
産
業
奨
励
館
を
下
に
、
百
メ
ー
ト
ル
道
路
を
上
に
配
し
た
南
北
逆
転
の
地
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
丹

下
の
配
置
図
（
図
５
）
が
南
北
逆
転
し
て
い
る
の
は
、
二
等
当
選
の
山
下
案
が
親
水
空
間
を
重
視
し
て
川
縁
に
あ
る
公
園
と
い
う
発
想
か

ら
南
北
を
横
に
配
し
た
配
置
図
（
図
６
）
で
掲
載
し
て
い
る
の
と
同
じ
論
理
で
、
設
計
者
の
趣
旨
の
発
想
の
源
を
反
映
し
た
意
図
的
な
も

の
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
丹
下
は
、
こ
の
一
等
当
選
案
趣
旨
説
明
で
、「
原
爆
の
犠
牲
」
あ
る
い
は
同
じ
文
の
後
の

箇
所
で
用
い
て
い
る
言
葉
を
使
う
な
ら
ば
、「
原
爆
の
遺
骸
」�
（＝

旧
産
業
奨
励
館
）
を
出
発
点
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
念
の
上
で
も
、

南
北
を
逆
転
さ
せ
た
配
置
図
に
よ
る
視
覚
的
に
も
明
確
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
�
。

丹下健三「広島計画」と原爆ドーム ― １２０ ―



第
二
節

陳
列
館
と
旧
産
業
奨
励
館
及
び
平
和
ア
ー
チ
の
位
置
と
形
に
つ
い
て

前
節
で
も
見
た
よ
う
に
募
集
要
領
の
「
設
計
方
針
」
で
定
義
さ
れ
て
い
た
平
和
記
念
館
に
つ
い
て
、
そ
の
細
か
い
内
容
が
ど
こ
ま
で
応

募
者
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
丹
下
は
ま
ず
「
陳
列
室
」�
を
「
陳
列
館
」
に
格
上
げ
し
、

そ
の
上
で
そ
れ
を
敷
地
内
の
適
当
位
置
に
配
す
る
こ
と
か
ら
発
想
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
�
。
独
立
し
た
建
物
に
格
上

げ
さ
れ
た
陳
列
館
は
、「
原
子
爆
弾
災
害
の
一
切
の
資
料
」
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
産
業
奨
励
館
に
匹
敵
す
る
も
う
ひ
と
つ
の

「
原
爆
の
遺
骸
」
に
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
補
助
線
を
入
れ
た
配
置
図
（
図
７
）
を
見
る
と
、
公
園
予
定
地
を
北
で
区
切
る
画
面
下
の

図 5 平和記念公園競技設計一等当選案「配置図」
（『建築雑誌』1949年 10、11月号より再録）

図 6 平和記念公園競技設計二等当選案（山下壽郎案）
「配置図」（『建築雑誌』1949年 10、11月号より
再録）
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幹
線
道
路
か
ら
旧
産
業
奨
励
館
ま
で
の
距

離
と
、
予
定
地
を
南
で
区
切
る
画
面
上
の

百
メ
ー
ト
ル
道
路
か
ら
陳
列
館
ま
で
の
距

離
は
ほ
ぼ
均
等
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
園
予
定
地
を

北
と
南
で
仕
切
る
幹
線
道
路
か
ら
等
距
離

の
位
置
に
「
原
爆
の
遺
骸
」
と
い
う
二
つ

の
目
玉
が
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
配
置
図
の
な
か
で
南
北
の
中
心
を

探
す
と
、
そ
こ
に
は
第
一
章
第
一
節
で
触

れ
た
「
４５°
の
角
度
で
こ
こ
を
横
断
す
る
…

広
島
の
銀
座
だ
っ
た
道
」�
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。「
交
通
路
と
し
て
残
し
た
い
」
丹
下
は
こ
こ
に
公
園
の
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

こ
と
は
避
け
る
。
次
の
発
想
と
し
て
予
測
さ
れ
る
の
は
、
な
ら
ば
こ
の
４５°
の
斜
路
の
北
の
基
点
で
あ
る
元
安
橋
東
詰
め
を
三
角
州
内
の
北

限
と
し
て
想
定
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、「
戦
争
中
の
コ
ン
ペ
で
も
使
っ
て
い
る
…
…
つ
づ
み
形
を
使
う
と
、
敷
地

の
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
、
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
」�
と
い
う
思
考
の
連
鎖
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
は
、
丹
下
が
設
定
し
た
セ
ン
タ
ー
は
陳
列
館
寄
り
に
位
置
し
、
そ
れ
に
較
べ
れ
ば
旧
産
業
奨
励
館
は
は
る
か
遠
く
に
建
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
位
置
関
係
は
、
当
選
案
趣
旨
説
明
の
二
番
目
に
掲
げ
た
図＝

透
視
図
（
図
８
）
を
、
南
上
空
か
ら
の
眺
め
で

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る
よ
う
な
印
象
を
見
る
者
に
与
え
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。
陳
列
館
の
両
脇
に
は
国
際
会

図 7 「図 5」に補助線を引いた配置図（南の幹線
から旧産業奨励館までの距離 A と北の百 m
道路から陳列館までの距離 A’が等しい。ま
た慰霊碑から陳列館までの距離 B と等しい
距離 B’につづみ型の北端が設定されてい
る。）
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議
が
で
き
る
集
会
場
と
市
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
セ
ン
タ
ー
を
や
は
り
「
つ
づ
み
形
」
に
配
し
て
い

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
平
和
を
創
る
た
め

の
工
場
」
の
「
実
践
的
な
機
能
」
を
担
う
い
わ
ば
タ
ー

ビ
ン
が
備
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
想
定
で
あ

る
。丹

下
が
設
定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
ン
タ
ー
に

は
、「
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
の
尊
い
犠
牲
で
あ
っ
た
。

そ
の
霊
を
や
す
め
る
た
め
の
さ
さ
や
か
な
碑
を
置
き
た

い
と
思
う
」�
と
い
う
発
想
か
ら
慰
霊
碑
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
文
言
か
ら
も
丹
下
は
「
百
万
人
神
話
」
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
つ
の
物
的
「
原
爆
の
遺
骸
」
に
挟

ま
れ
て
、
本
当
の
「
遺
骸
」
と
な
っ
た
原
爆
犠
牲
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
名
の
み
が
こ
こ
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
碑
は
「
さ

さ
や
か
」
で
あ
る
故
に
、
本
来
の
碑
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
死
者
の
名
前
を
直
接
刻
む
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
犠
牲
者
の
名
を
記
し
た

名
簿
を
収
め
た
箱
を
覆
う
、
い
わ
ば
蓋
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
量
死
は
結
局
、
ひ
と
り
一
人
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
「
百
万
人
」
と
い
う
数
字
や
「
霊
」
と
い
う
抽
象
的
な
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
丹
下
が
こ
こ
で
想
定
し
た
碑
は
、
そ
う
し
た
こ
と

を
象
徴
す
る
シ
ズ
メ
の
た
め
の
「
蓋
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
�
。

そ
の
周
り
に
は
小
さ
な
円
形
の
池
を
設
け
、
敷
居
で
囲
う
。
配
置
図
に
記
さ
れ
た
碑
は
正
方
形
で
あ
り
、
そ
の
結
界
は
正
円
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
に
は
来
場
者
に
礼
拝
の
方
向
を
指
示
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
碑
の
周
り
を
円
く
囲
ん
で
死
者
を
憶
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

図 8 平和記念公園競技設計一等当選案「透
視図」（『建築雑誌』1949年 10、11月
号より再録）
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る
。
敢
え
て
い
う
な
ら
ば
上
空
に
架
か
る
平
和
ア
ー
チ
に
吊
る
さ
れ
た
「
世
界
人
類
平
和
の
祈
り
を
告
げ

る
鐘
」
の
音
を
聞
き
、
碑
の
下
に
眠
る
霊
を
慰
め
る
、
天
地
に
想
い
を
馳
せ
る
来
場
者
の
姿
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
丹
下
は
、
死
者
に
対
し
て
も
旧
産
業
奨
励
館
に
対
し
て
も
「
祈
り

を
捧
げ
る
」
と
は
語
っ
て
い
な
い
。「
平
和
の
祈
り
」
は
鐘
に
よ
っ
て
「
告
げ
」
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
選
案
趣
旨
説
明
に
お
け
る
ア
ー
チ
に
関
す
る
記
述
は
誠
に
素
っ
気
な
い
。「
わ
た
く
し
は
塔
と
い
う

類
型
を
用
い
る
か
、
ア
ー
チ
と
い
う
類
型
を
用
い
る
か
、
あ
る
い
は
何
も
建
て
な
い
か
、
こ
の
三
つ
の
類

型
の
な
か
で
、
最
も
自
然
に
全
体
の
構
想
の
な
か
に
生
れ
て
き
た
ア
ー
チ
を
、
捨
て
る
必
要
性
を
感
じ
な

か
っ
た
。」�
と
あ
る
。
設
計
の
最
終
段
階
で
そ
れ
を
決
め
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
あ
ま
り
執
着
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
が
文
面
か
ら
読
み
と
れ
る
。
趣
意
書
の
三
番
目
に
し
て
最
後
に
示
し
た
図
面
（
図
９
）
は
、

記
念
館
の
立
面
図
を
ア
ー
チ
と
一
体
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
全
体
の
構
想
の
な
か
に
生
れ
て
き

た
」
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ア
ー
チ
は
陳
列
館
を
視
覚
的

に
覆
う
屋
根
と
し
て
「
生
ま
れ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
中
、
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
ー
チ
を

「
ハ
イ
パ
ボ
ラ
」（＝

双
曲
線
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
に
よ
る
ト
ー
マ
ス
・
ジ

ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
記
念
塔
と
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
後
者
が
半
円
状
で
文
字
通
り
虹
の
形
を
志
向
し
て

い
た
の
に
対
し
、
丹
下
ら
が
い
う
双
曲
線
は
、
二
つ
の
定
点
か
ら
の
距
離
の
差
が
一
定
で
あ
る
点
を
連
ね

て
で
き
る
曲
線
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
形
が
「
生
ま
れ
て
き
た
」
根
拠
が
旧
産
業
奨
励
館
と

陳
列
館
と
い
う
二
つ
の
定
点
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

図 9 平和記念公園競技設計一等当選案「平和アーチ、平和記念館立面図」
（『建築雑誌』1949年 10、11月号より再録）

丹下健三「広島計画」と原爆ドーム ― １２４ ―



第
三
節

慰
霊
堂
計
画
と
そ
の
挫
折

前
二
節
で
取
り
上
げ
た
当
選
案
趣
旨
説
明
に
は
記
述
も
な
く
、
そ
こ
で

示
さ
れ
た
配
置
図
や
透
視
図
（
図
５
、
８
）
上
で
も
は
っ
き
り
確
認
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
案
に
は
慰
霊
堂
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い

た
。
同
案
を
忠
実
に
置
き
換
え
た
と
さ
れ
る
石
膏
模
型
�
の
記
録
写
真

（
図
１０
）
に
認
め
ら
れ
る
ア
ー
チ
の
東
側
の
川
縁
に
建
つ
「
ロ
の
字
」
状

の
四
角
い
建
物
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
慰
霊
堂
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
一
九
五
〇
年
一
一
月
九
日
の
市
長
発

言
で
「
一
つ
の
考
え
で
は
公
園
の
ア
ー
チ
の
横
に
慰
霊
堂
を
作
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
」�
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
丹
下
ら
が
作

成
し
て
い
た
次
章
で
取
り
上
げ
る
平
和
公
園
プ
ラ
ン
の
図
面
の
な
か
に

も
、
そ
の
位
置
に
「
ロ
の
字
」
の
建
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

慰
霊
堂
の
建
設
に
関
し
て
は
、
丹
下
は
後
の
回
想
で
競
技
設
計
が
行
わ
れ
る
前
の
思
い
や
市
関
係
者
と
の
や
り
取
り
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
考
え
た
広
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
は
…
…
広
島
市
民
生
活
再
建
の
中
核
的
な
施
設
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

あ
の
広
島
の
記
憶
を
統
一
の
あ
る
平
和
運
動
に
ま
で
展
開
し
て
ゆ
く
た
め
の
実
践
的
な
機
能
を
も
っ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
加

え
て
記
念
塔
の
ご
と
き
も
の
の
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
も
か
わ
ら
ず
、
わ
た
く
し
の
心

図 10 平和記念公園石工模型（画面中央平和アー
チの左端に見えるロの字の建物が慰霊堂）
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情
は
、
迷
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
慰
霊
堂
を
含
む
記
念
塔
を
、
広
島
の
人
々
が
求
め
て
い
る
こ
と
の
な
か
に
意
味
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
っ
た
。
無
垢
の
犠
牲
者
を
、
父
や
母
や
、
妻
や
子
に
も
つ
広
島
の
人
の
希
い
に
た
い
し
て
、
何
か
慰
霊
し
、
祈
念
す

る
た
め
の
施
設
を
、
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
る
に
し
ろ
、
も
ち
た
い
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
答
え
で
あ
っ
た
�
。

こ
の
文
で
注
目
す
べ
き
は
「
私
た
ち
」
と
い
う
丹
下
グ
ル
ー
プ
の
思
い
と
、「
わ
た
く
し
の
心
情
」
と
語
る
と
き
の
丹
下
個
人
の
思
い

を
厳
密
に
言
分
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
丹
下
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
慰
霊
堂
は
お
ろ
か
記
念
塔
さ
え
も
広
島
再
建
の
た
め
に
は
不

必
要
と
結
論
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
丹
下
個
人
の
「
心
情
」
か
ら
、
競
技
設
計
時
に
広
島
再
興
の
場
に
慰
霊
堂
を
加
え
る
こ
と
を
決
め
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
同
じ
回
想
の
中
で
、
丹
下
は
「
平
和
の
鐘
を
釣
し
た
ア
ー
チ
が
そ
び
え
、
そ
の
直
下
に
慰
霊
堂
が
埋
め
ら
れ
て
あ
る
」�
と
も

語
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
は
一
九
五
一
年
二
月
二
一
日
の
市
長
発
言
で
「
慰
霊
堂
と
し
ま
し
て
は
地
表
に
出
て
い
る

部
分
は
小
さ
い
碑
で
良
い
で
す
か
ら
地
下
室
を
造
り
納
骨
の
場
所
と
原
爆
で
死
ん
だ
人
の
過
去
帳
を
置
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」�
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、
先
に
挙
げ
た
一
九
五
〇
年
一
一
月
九
日
の
市
長
発
言
と
矛
盾
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
間
に
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
の
慰
霊
碑
な
ら
び
に
慰
霊
堂
案
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
形
で
市
長
の
耳
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
辻
褄
が
合

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
改
め
て
詳
述
す
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
市
長
が
慰
霊
碑
に
関
す
る
二
回
目
の
発
言
を
し
た
会
議
に
委
員
と
し
て
同
席
し
て
い
た
岸
田
日
出
刀
が
市
長

の
慰
霊
堂
地
下
室
案
を
支
持
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
市
長
さ
ん
の
碑
は
良
い
考
え
で
す
。
す
る
と
塔
の
真
下
で
良

い
で
せ
う
。
実
例
は
エ
ト
ワ
ー
ル
の
凱
旋
門
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
良
い
も
の
で
す
。
碑
の
下
に
地
下
室
を
造
っ
て
は
ど
う

で
せ
う
」�
と
し
た
上
で
「
ア
ー
チ
の
東
の
四
角
な
の
は
何
で
せ
う
」
と
質
問
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
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第
一
に
、
後
に
ア
メ
リ
カ
国
籍
故
に
ノ
グ
チ
の
慰
霊
碑
案
を
退
け
た
岸
田
が
、
そ
の
設
計
者
の
名
を
知
ら
ぬ
時
点
で
は
む
し
ろ
そ
の
推
進

派
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
は
原
爆
死
没
者
の
納
骨
堂
を
パ
リ
、
エ
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
凱
旋
門
下
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
無
名
戦
士
の
墓

に
擬
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
平
和
記
念
公
園
競
技
設
計
審
査
員
の
主
導
的
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
審
査
が
終
わ
っ
て

二
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
の
時
点
ま
で
、
丹
下
が
個
人
的
な
心
情
か
ら
設
計
に
加
え
た
慰
霊
堂
の
存
在
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
和
記
念
公
園
競
技
設
計
審
査
の
講
評
を
書
い
た
岸
田
は
一
九
五
一
年
二
月
ま
で
「
慰
霊
」
に
は
関
心

が
な
く
、
そ
れ
が
凱
旋
門
下
の
無
名
戦
士
の
墓
に
擬
せ
ら
れ
る
「
忠
霊
」
と
い
う
文
脈
で
理
解
し
た
と
き
に
、
に
わ
か
に
そ
の
推
進
派
に

転
じ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
結
局
、
会
議
記
録
に
よ
れ
ば
、
岸
田
の
こ
の
発
言
が
ひ
き
が
ね
と
な
り
、
丹
下
が
当
初
出
し
て
い
た
ア
ー

チ
横
の
慰
霊
堂
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
�
。

第
三
章

平
和
公
園
計
画

一
九
五
〇
│
一
九
五
一
〈
コ
ア
と
し
て
の
原
爆
ド
ー
ム
〉

第
一
節
「
平
和
都
市
建
設
計
画
の
中
心
課
題
」
と
し
て
の
平
和
公
園
計
画

平
和
記
念
公
園
競
技
設
計
の
審
査
が
終
了
し
て
間
も
な
い
一
九
四
九
年
一
一
月
一
日
、
広
島
市
の
市
長
室
は
「
広
島
平
和
都
市
建
設
構

想
案
」
の
策
定
に
入
る
。
翌
年
二
月
四
日
に
こ
れ
を
一
九
四
九
年
度
版
と
し
て
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
同
年
四
月
「
広
島
平
和
都
市
建

設
構
想
試
案
」
と
し
て
ガ
リ
版
刷
り
で
公
表
し
た
�
。
そ
の
第
二
章
は
「
平
和
都
市
建
設
計
画
の
中
心
課
題
」
と
題
さ
れ
、
第
二
節
「
平

和
施
設
」
の
項
で
、「
爆
心
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
市
の
中
心
を
含
む
地
帯
に
約
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
和
公
園
を
造
成
す
る
」
こ
と
を

明
記
す
る
。
そ
し
て
同
項
を
「
国
際
の
交
歓
に
供
し
得
る
と
共
に
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
な
り
得
る
諸
種
の
文
化
施
設
や

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
更
に
児
童
の
た
め
の
諸
施
設
を
配
置
す
る
」�
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
九
年
四
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月
の
競
技
設
計
募
集
時
に
は
、
旧
中
島
町
と
細
工
町
を
敷
地
に
平
和
記
念
館
等
を
建
て
、
約
一
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
「
平
和
記

念
公
園
」
と
す
る
と
し
て
い
た
計
画
は
、
わ
ず
か
一
年
後
に
は
、
公
園
予
定
地
を
北
に
大
き
く
広
げ
、
旧
軍
用
地
や
広
島
城
址
を
含
む
敷

地
に
文
化
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
児
童
の
た
め
の
施
設
を
設
置
、
名
前
も
「
平
和
公
園
」
と
改
め
る
計
画
へ
と
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
�
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
広
島
市
が
「
戦
災
復
興
」
か
ら
「
平
和
都
市
建
設
」
へ
と
計
画
を
進
展
さ
せ
る
上
で
の
中
心
課
題
の
ひ
と
つ

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。

広
島
市
公
文
書
館
に
は
、
丹
下
健
三
ら
が
一
九
四
九
年
一
一
月
二
七
日
か
ら
一
九
五
一
年
六
月
二
九
日
に
か
け
て
広
島
市
長
を
は
じ
め

と
す
る
市
上
層
部
に
宛
て
た
手
紙
（
以
後
、
日
付
順
に
「
第
○
信
」
と
記
述
）
二
三
通
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
ち
ょ
う
ど
丹

下
が
競
技
設
計
で
一
等
当
選
し
た
後
か
ら
平
和
大
橋
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
さ
れ
る
こ
ろ
ま
で
の
時
期
に
相
当
し
、
そ
こ
か
ら
本
稿
に
取
っ

て
貴
重
な
証
言
を
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
章
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
こ
の
書
簡
か
ら
丹
下
が
広
島
市
作
成
の
「
広
島
平
和
都
市
建
設
計
画
構
想
試
案
」
に
ど
の
程
度
関
与
し

て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
平
和
公
園
計
画
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
か
が
推
し
量
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
五
信
（1950.

3.
30

）

﹇
以
後
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
年
月
日
を
示
す
﹈
に
は
「
今
回
、
平
和
都
市
建
設
事
業
と
し
て
公
共
事
業
費
の
支
出

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
何
分
と
も
残
念
な
位
の
小
額
で
皆
様
の
必
至
の
御
努
力
に
む
く
い
る
に
は
定
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
年
度
末
に
決
定
し
た
次
年
度
予
算
に
対
す
る
こ
の
反
応
は
、
少
な
く
と
も
丹
下
が
一
九
四
九
年
度
中
か
ら

「
広
島
平
和
都
市
建
設
構
想
案
」
の
策
定
に
関
す
る
相
談
を
市
当
局
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
ま
た
同
じ
書
簡
に
は
広
島
市
の

社
会
教
育
課
長
か
ら
児
童
図
書
館
の
設
計
に
関
す
る
催
促
を
受
け
、「
い
さ
さ
か
不
意
打
ち
で
あ
わ
て
ま
し
た
が
、
目
下
そ
の
大
略
の
設

計
を
進
め
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
文
章
も
あ
り
、
平
和
公
園
の
「
児
童
の
た
め
の
施
設
」
に
関
し
て
は
、
文
化
や
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
に
先
立
ち
設
計
を
進
め
る
よ
う
広
島
市
側
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
文
面
か
ら
読
み
と
れ
る
。
続
く
第
六
信
（1950.

4.
7

）
で
は
、
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挨
拶
の
後
「
お
申
し
越
し
の
こ
と
、
早
速
に
と
り
か
か
る
手
筈
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
文
に
始
ま
り
以
下
疑
問
点
を
列
挙
し
て

い
る
が
、
広
島
の
都
市
計
画
の
施
設
配
置
に
関
し
て
は
、「
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
、
県
の
案
、
市
の
略
案
、
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
の
人

の
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
后
の
大
筋
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
計
画
は
例
え
ば
今
后
専
門
委
員
会
が
出
来
て
そ
こ
で
検
討
す
る
た
め
の
原
案
を
作
製
す
る
つ
も
り
で
考
え
て
お

い
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
疑
問
文
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
丹
下
が
「
平
和
都
市
建
設
計
画
の
中
心
課
題
」
と
し

て
北
に
拡
張
し
た
平
和
公
園
の
計
画
を
一
九
五
〇
年
四
月
の
時
点
か
ら
具
体
的
に
練
り
始
め
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
た
た
き
台
」
と

す
る
た
め
の
丹
下
事
務
所
に
よ
る
試
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

第
九
信
（1950.

4.
20

）
で
は
「
全
体
計
画
│
中
央
公
園
│
児
童
セ
ン
タ
ー
の
計
画
は
目
下
進
行
中
で
す
。
五
月
五
日
ま
で
に
印
刷
に

廻
せ
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
進
行
中
で
す
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
競
技
設
計
か
ら
北
に
展
開
し
た
中
央
公
園
を
含
む
平
和

公
園
は
児
童
セ
ン
タ
ー
の
計
画
を
中
心
に
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
の
作
製
期
間
で
完
了
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
続
く
第
十
信
（
代
筆1950.

5.

4

）
で
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
十
日
ま
で
に
印
刷
に
出
す
予
定
」
と
い
う
こ
と
や
「
児
童
図
書
館
設
計
図
、
意
見
書
は
中
旬
に
送
り
ま
す
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
第
十
三
信
（1950.

5.
27

）
で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
納
期
に
関
す
る
記
述
、
な
ら
び
に
児
童
セ
ン
タ
ー
の
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
広
島
市
の
督
促
に
促
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
青
図
を
送
る
旨
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
十
四
信
（1950.

7.
8

）

に
は
、
再
刊
さ
れ
る
『
国
際
建
築
』
と
い
う
雑
誌
に
「
広
島
計
画
」
に
関
す
る
掲
載
依
頼
が
あ
っ
た
旨
を
告
げ
、「
こ
れ
は
日
本
語
と
英

文
と
両
方
を
の
せ
ま
す
。
そ
れ
は
主
と
し
て
日
本
の
代
表
的
な
も
の
を
外
国
に
紹
介
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
で
す
」
と
し
た
上
で
「
も
し

御
必
要
な
ら
ば
（
抜
刷
り＝

引
用
者
註
）
単
価
な
ど
調
べ
て
差
上
げ
ま
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
『
国
際
建
築
』（
一
九
五
〇
年
一
〇

月
号
）
は
少
部
数
な
が
ら
海
外
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
次
の
展
開
が
広
が
っ
て
ゆ
く
。
藤
森
に
よ
れ
ば
、「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
も
と
、

第
８
回
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
ホ
セ
・
ル
イ
・
セ
ル
ト
が
、（『
国
際
建
築
』
で
「
広
島
計
画
」
の
こ
と
を
知
り＝

引
用
者
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註
）
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
事
務
所
時
代
の
仲
間
の
前
川
國
夫
に
参
加
要
請
の
手
紙
を
よ
こ
し
」�
、
前
川
に
そ
の
旨
を
告
げ
ら
れ
た
丹
下

が
こ
れ
に
の
る
。
翌
年
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ホ
デ
ス
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
会
議
の
議
題
は
「
都
市
の
コ
ア
」
で
あ
っ
た
。

第
二
節
「
広
島
の
コ
ア
」
の
主
張

第
８
回
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ

で
丹
下
が
発
表
し
た
原
稿
と
計
画
図
（
図
１１
）
は
「The

C
ore

of
H
iroshim

a

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
新
建

築
』
一
九
五
四
年
一
月
号
に
再
録
さ
れ
て
い
る
�
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
原
稿
は
「
わ
れ
わ
れ
の
問
題
（＝

都
市
の
コ
ア
）
の
意
味
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
手
短
に
歴
史
的
な
概
観
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
書
き
出
し
に
始
ま
り
「
西
欧
は
、
か
つ
て
ギ
リ
シ
ア
の
ア
ゴ

ラ
、
ロ
ー
マ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
し
て

中
世
都
市
の
プ
ラ
ッ
ツ
ァ
と
い
っ
た
、

ま
さ
に
物
的
類
型
と
し
て
〈
コ
ア
〉
を

持
っ
て
い
た
」
と
書
き
起
こ
し
て
い

る
。
こ
の
三
者
の
な
か
で
は
、
自
由
都

市
の
自
由
民
の
手
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ツ
ァ

が
〈
コ
ア
〉
と
呼
ば
れ
る
の
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
し
た
上
で
日
本
に
目
を
転

じ
、
封
建
君
主
時
代
の
城
は
都
市
の
権

力
の
〈
コ
ア
〉
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
民
の
も
の
で
は
な
く
、

図 11 「平和都市建設の中心課題としての平和公園
配置図」1951年
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江
戸
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
市
や
祭
事
が
神
社
で
町
衆
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
的
で
形
式
上
の
西
欧
中

世
の
プ
ラ
ッ
ツ
ァ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
近
代
に
な
り
資
本
主
義
の
発
達
と
と
も
に
生
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ

ー
は
市
民
生
活
と
は
ほ
ど
遠
く
、
公
園
も
〈
コ
ア
〉
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
綜
合
的
な
性
格
を
欠
い
て
き
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
で

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

は
共
同
体
や
閉
じ
た
社
会
が
人
々
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
き
た
た
め
、〈
コ
ア
〉
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
ま
た
そ
こ
へ
回
帰

し
て
し
ま
う
嫌
い
が
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
「
流
動
的
で
開
か
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
人
間
社
会
の
心
を
探
求
す
べ
き
で
あ

る
」
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
暮
ら
し
、
こ
れ
か
ら
築
き
上
げ
て
い
く
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
に
、
こ
の
失
わ
れ
た

心
を
探
し
当
て
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
丹
下
は
商
業
主
義
的
な
娯
楽
施
設
を
退
け
、「
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
、
文
化
セ
ン
タ
ー
そ
し
て
そ
れ
ら
を
綜
合
的
に
配
置
す
る
計
画
」
の
三
つ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て

問
題
は
こ
の
後
に
続
く
件
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
が
委
嘱
を
受
け
て
い
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
私
た
ち
が
心
に
抱
く
コ
ア
の
理
想
の
タ

イ
プ
に
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
管
轄
権
の
も
と
に
あ
る
都
市
計
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
、
綜
合
的
統
一
へ

と
組
織
さ
れ
、
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
、
日
本
に
お
い
て
は
大
変
稀
な
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
�
。

ピ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
す
な
わ
ち
平
和
記
念
公
園
の
計
画
だ
け
で
は
、
そ
れ
は
都
市
の
コ
ア
に
な
り
え
な
い
こ
と
が
、

ま
ず
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
屋
外
競
技
場
等
を
含
む
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
文
化
セ
ン
タ
ー
が
一
体
的
な
計
画
の
も

と
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
都
市
の
コ
ア
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
。
そ
れ
が
丹
下
の
本
会
議
に
お
け
る
主

張
で
あ
っ
た
。
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こ
の
観
点
か
ら
、
平
和
公

園
の
配
置
図
（
図
１２
）
に
目

を
向
け
る
と
、
旧
産
業
奨
励

館
を
基
点
に
し
て
、
慰
霊
碑

ま
で
と
全
く
等
距
離
の
位
置

に
つ
づ
み
形
の
児
童
ホ
ー
ル

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
陳
列
館
ま
で
と
等
距
離

に
は
プ
レ
イ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
プ
ー
ル
が
あ
る
。
つ
ま
り

精
神
的
な
も
の
（
過
去
の
死

者
の
慰
霊
と
未
来
を
担
う
子
供
の
た
め
の
施
設
）
と
身
体
的
な
も
の
（
原
爆
の
遺
骸
を
保
存
陳
列
す
る
施
設
と
成
長
す
る
身
体
を
育
む
施

設
）
が
旧
産
業
奨
励
館
を
中
心
に
南
北
に
対
称
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
和
記
念
公
園
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
丹
下
グ

ル
ー
プ
の
主
張
に
従
え
ば
、
国
際
会
議
が
で
き
る
集
会
場
と
市
民
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
平
和
公
園
の

主
力
施
設
も
児
童
セ
ン
タ
ー
の
北
に
広
が
る
国
際
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
配
置
さ
れ
た
屋
外
競
技
場
、
美
術
館
、
科
学
博
物
館
、
図

書
館
が
担
う
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
旧
産
業
奨
励
館
は
こ
れ
ら
全
て
の
施
設
の
中
心
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
同
心
円
状
に
南
は
過
去
、

北
は
未
来
を
志
向
す
る
施
設
配
備
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
和
公
園
計
画
図
に
お
い
て
、
旧
産
業
奨
励
館
は
「
原
爆
遺
跡
」

（R
em
ains

of
A
tom
-bom

bed
Structure

）
と
表
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
か
ら
、
旧
産
業
奨
励
館
は
「
原
爆
の
遺
骸
」（R

uins

図 12 「図 11」に補助線を入れたもの（旧産業奨励
館から平和アーチまでの距離 A と児童セン
ターまでの距離 A’が等しい。また旧産業奨
励館から陳列館までの距離 B とプレイグラ
ウンドまでの距離 B’が等しい）
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of
the

A
tom
ic
B
om
b

）
と
は
呼
ば
れ
な
く
な
り
、「
遺
跡
」
す
な
わ
ち
、
新
し
い
広
島
の
起
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た

〈
広
島
の
コ
ア
〉
で
あ
る
故
、
新
し
く
建
設
さ
れ
る
施
設
は
、
そ
こ
か
ら
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
や
目
的
が

明
確
に
付
託
さ
れ
た
特
別
な
場
所
、
す
な
わ
ち
「
サ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
得
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
四
章

ノ
グ
チ
の
関
与
と
影
響

一
九
五
〇
│
一
九
五
三

〈
祈
り
の
対
象
と
し
て
の
原
爆
ド
ー
ム
〉

第
一
節

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
に
か
か
わ
る
丹
下
書
簡

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
戦
後
初
め
て
来
日
し
た
の
は
一
九
五
〇
年
五
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
来
日
の
直
接
の
理
由
は
、
前
年
五
月
に

獲
得
し
た
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
財
団
の
助
成
金
に
よ
り
「
余
暇
の
環
境
」
を
執
筆
す
る
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
旅
立
っ
た
世
界
一
周
調
査
旅
行

の
最
後
の
目
的
地
と
し
て
ノ
グ
チ
が
日
本
を
選
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
来
日
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、
父
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
の

滞
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
ノ
グ
チ
が
あ
る
種
の
開
放
感
を
も
っ
て
父
親
を
想
起
し
え
た
」�
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
日
本
に
向

け
て
旅
立
と
う
と
し
た
折
に
は
、
直
前
に
ノ
グ
チ
の
姓
を
名
乗
っ
て
日
本
に
入
国
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
手
紙
を
父
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た

経
験
�
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
「
私
の
父＝

ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
、
詩
人
野
口
米
次
郎＝

が
殆
ど
四
十
年
教
職
に
あ
っ
た
慶
応
義
塾
大
学
で
、

私
の
父
を
偲
ぶ
集
い
が
持
た
れ
、
そ
の
方
々
か
ら
父
を
記
念
す
る
よ
う
な
も
の
に
私
が
幾
ら
か
で
も
貢
献
し
て
は
ど
う
か
」�
と
い
う
申

し
出
を
受
け
た
際
（
五
月
六
日
）
に
は
、
隔
世
の
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
申
し
出
は
谷
口
吉
郎
と
の
共

同
作
業
に
よ
る
《
新
萬
來
舎
》（
一
九
五
一
年
八
月
竣
工
）
へ
と
結
実
し
て
行
く
。「
静
か
に
劇
的
な
る
舞
台
」
た
る
「
記
念
作
品
」
と
し

て
の
《
新
萬
來
舎
》
の
建
設
経
緯
に
関
し
て
は
す
で
に
前
田
富
士
男
に
よ
る
優
れ
た
論
考
�
が
あ
る
た
め
そ
れ
に
譲
る
が
、
同
時
期
の
ノ
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グ
チ
と
丹
下
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
丹
下
書
簡
が
第
一
級
の
資
料
を
提
供

し
て
く
れ
る
。
そ
の
資
料
的
価
値
の
高
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
活
字
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
本
節
以
下
の
頁
は
、
慰
霊
碑
等
の
建
設
に
直
接
か
か
わ
る

部
分
の
引
用
に
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
三
信
（1950.5.27
）

先
日
、
イ
サ
ム
野
口
氏
に
会
い
ま
し
た
。
氏
は
ヨ
ネ
野
口
の
子
息
で
、
今
ア
メ

リ
カ
で
彫
刻
・
建
築
方
面
で
新
進
と
し
て
声
名
を
は
せ
て
い
る
人
で
す
。
平
和
会

館
の
模
型
の
写
真
を
見
て
大
い
に
歓
談
し
ま
し
た
。
大
い
に
意
気
投
合
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
写
真
が
欲
し
い
と
云
う
こ
と
で
、
一
部
差
上
げ
て
お
き
ま
し
た
が
、

一
つ
だ
け
提
案
を
し
て
お
り
ま
し
た
。（﹇
引
用
者
註
﹈
こ
の
下
に
図
１３
が
入
り
以

下
「

」
内
の
解
説
が
つ
く
「
こ
の
広
場
に
傾
斜
を
持
た
せ
て
、
こ
の
部
分
に
舞

台
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
ら
と
言
う
こ
と
で
す
。」）
こ
れ
は
小
生
等
の
考
え
て

い
た
こ
と
で
す
が
、
水
位
が
高
い
の
で
或
は
不
可
能
か
と
も
思
い
、
思
い
止
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
際
調
査
を
し
て
み
て
実
際
に
可
能
な
ら
ば
や
っ
て
見
た
い

と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
整
地
と
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
至
急
に
確
か
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図 13 丹下書簡第 13信（1950年 5月 27日付）より
「イサム・ノグチ発案による平和広場に傾斜をつけるプランに関する丹下スケッチ」
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こ
の
う
ち
、
傾
斜
の
た
め
の
調
査
に
関
し
て
は
、
第
一
四
信
（1950.

7.
8

）
で
早
速
「
中
島
公
園
高
低
図
受
け
取
り
ま
し
た
」
と
返

信
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
七
信
（1950.9.7

代
筆
浅
田
孝
）
で
は
「
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
件
、（﹇
引
用
者
註
﹈

昭
和
）
二
五
年
度
予
算
配
布
し
て
い
た
だ
い
た
で
せ
う
か
。
な
る
べ
く
早
く
資
料
入
手
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
伝
え
て
い
る
。

第
一
五
信
（1950.8.3

）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
氏
の
こ
と
。
東
京
新
聞
に
で
た
�
の
は
全
く
の
偽
で
、
或
は
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
事
情
は
こ
う
で
す
。
野
口
氏
が
来
ら
れ
て
小
生
等
の
広
島
の
平
和
会
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
の
計
画
に
共
鳴
さ
れ
、
時
々

そ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
次
第
で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
野
口
氏
は
平
和
塔
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
て
ど
こ
か
日
本

に
小
さ
い
も
の
で
も
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
希
望
だ
っ
た
の
で
す
。
色
々
話
し
て
い
る
う
ち
に
平
和
会
館
の
敷
地
の
な
か
に
し
か

も
原
案
に
合
う
よ
う
な
小
さ
い
も
の
で
も
い
い
か
ら
建
て
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
希
望
も
あ
っ
た
の
で
す
。
野
口
氏
の
構
想

は
多
分
に
シ
ュ
ー
ル
が
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
い
き
な
り
日
本
の
現
状
に
合
う
か
ど
う
か
は
疑
問
な
の
で
す
が
。
し
か
し
優
れ
た
感

覚
を
も
っ
て
い
る
人
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
一
部
で
は
高
く
買
わ
れ
て
い
る
人
で
す
か
ら
、
何
か
広
島
に
野
口
氏
の
記
念
作
を
作
っ

て
お
く
こ
と
は
良
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
、
市
長
さ
ん
が
御
帰
国
に
な
ら
れ
た
ら
、
そ
の
よ
う
に
お
話
し
し
て
実
現
す
る
よ
う
に
努

力
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
し
合
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
ど
こ
か
ら
か
聞
き
つ
け
て
、
日
本
美
術
家
連
盟
の
数
名

の
画
家
た
ち
が
│
先
生
た
ち
は
ま
る
で
野
口
氏
を
追
か
け
廻
し
て
太
鼓
持
ち
の
よ
う
に
振
る
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
│
そ
れ
は
大
ニ

ュ
ー
ス
だ
と
い
う
訳
で
騒
ぎ
立
て
た
の
で
す
。
今
は
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
し
、
ま
た
大
仏
殿
や
茶
室
保
存
協
会
と
同

じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
は
詰
ま
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
騒
ぎ
立
て
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
申
し
ま
し
て
、
野
口
さ
ん
も
丹
下
さ
ん
に

お
任
せ
す
る
と
言
う
こ
と
で
、
逆
に
美
術
家
連
盟
の
人
た
ち
を
な
だ
め
て
い
る
形
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
騒
ぎ
し
て
み
た
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い
美
術
家
連
盟
の
人
た
ち
が
新
聞
社
を
た
き
つ
け
た
訳
で
す
。（
中
略
）
し
か
し
真
面
目
な
話
と
し
て
、
い
つ
か
機
会
を
見
て
野
口

氏
の
希
望
を
藤
本
さ
ん
や
市
長
さ
ん
に
お
話
し
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

第
二
〇
信
（1950.9.14

）

ノ
グ
チ
さ
ん
と
お
会
い
に
な
ら
れ
た
由
、
間
に
合
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
三
越
に
出
品
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
タ
ワ

ー
�
は
短
日
時
の
う
ち
に
ま
と
め
た
ほ
ん
と
う
の
デ
ッ
サ
ン
で
し
ょ
う
。
あ
れ
を
も
っ
と
恒
久
的
な
か
た
ち
に
発
展
さ
せ
れ
ば
、
き

っ
と
優
れ
た
も
の
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
小
生
等
の
全
体
計
画
の
な
か
に
よ
く
調
和
す
る
も
の
に
な
り
得
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
今
后
機
会
が
あ
れ
ば
、
ノ
グ
チ
さ
ん
の
意
図
も
充
分
に
と
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。

第
二
二
信
（1951.5.1

）

慰
霊
堂
そ
の
他
に
つ
い
て
、
野
口
イ
サ
ム
氏
の
こ
と
。

そ
ち
ら
で
は
市
長
さ
ん
は
お
疲
れ
の
あ
と
で
す
し
、
ま
た
何
か
と
御
多
忙
か
と
思
い
ま
す
が
、
御
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
５
月

の
中
旬
に
野
口
さ
ん
と
同
道
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
�
。
小
生
の
研
究
室
に
野
口
さ
ん
に
来
て
頂
い
て
（
幸
い
広
い
室
に
移
り

ま
し
た
）
若
い
人
た
ち
を
助
手
に
つ
か
っ
て
頂
い
て
計
画
を
ま
と
め
て
貰
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
野
口
さ
ん
の
旅
行
中
に
つ
い

て
は
毎
日
新
聞
社
が
多
少
の
好
意
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
方
で
も
何
と
か
お
考
え
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
、
制
作
の
謝
礼
な
ど
小
生
も
未
だ
判
切
と
本
人
に
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
一
度
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
市
の
方
で
も
何
か
腹
案
を
お
考
え
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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第
二
三
信
（1951.6.29

）

野
口
氏
の
件

ａ.

慰
霊
碑

野
口
氏
９
月
に
再
帰
京
后
、
仕
上
げ
に
か
か
る
予
定
�
で
設
計
料
の
方
は
そ
の
后
頂
き
た
い
と
の
こ
と
。

ｂ.

橋
の
こ
と

地
建
の
兼
重
さ
ん
の
御
努
力
に
か
か
わ
ら
ず
設
計
料
の
点
で
は
う
ま
く
参
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
市
長

を
は
じ
め
皆
様
の
お
力
で
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
野
口
氏
も
大
い
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
野
口
氏
７
月
上
旬
に
帰
国
の
予
定
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
大
略
の
案
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
構
想
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。（
中
略
）
小
生
の
考
え
で
す
が
、
１
／

２
〜
２
／
３
程
度
、
野
口
氏
が
出
発
さ
れ
る
前
に
設
計
料
が
野
口
氏
に
渡
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

第
二
節

丹
下
書
簡
か
ら
読
み
と
る
ノ
グ
チ
の
慰
霊
碑
関
与

ノ
グ
チ
が
自
ら
の
構
想
し
た
慰
霊
碑＝
H
iroshim

a
M
em
orial

to
The

D
ead

お
よ
び
平
和
記
念
公
園
に
架
か
る
二
つ
の
橋
の
勾
欄

《
つ
く
る
》
と
《
ゆ
く
》
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ま
で
に
至
っ
た
経
緯
に
関
し
、
前
節
で
引
用
し
た
丹
下
書
簡
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

一.

慰
霊
碑
付
近
に
関
す
る
ノ
グ
チ
の
構
想
は
、
丹
下
に
会
っ
た
直
後
の
一
九
五
〇
年
五
月
二
七
日
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か
も

そ
れ
は
当
初
か
ら
公
園
に
傾
斜
を
つ
け
る
舞
台
状
の
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
（
第
一
三
信
）。

二.

そ
れ
を
受
け
て
丹
下
グ
ル
ー
プ
は
平
和
記
念
公
園
に
傾
斜
を
つ
け
る
可
能
性
を
模
索
し
た
（
第
一
四
信
、
第
一
七
信
）。

三.
一
九
五
〇
年
八
月
三
日
以
前
に
丹
下
は
ノ
グ
チ
に
対
し
、
彼
が
平
和
記
念
公
園
内
に
「
平
和
塔
の
よ
う
な
構
想
」
あ
る
い
は
「
記
念

作
」
を
つ
く
る
こ
と
に
賛
意
を
示
し
、
こ
の
日
か
ら
そ
の
実
現
に
向
け
て
市
側
を
説
得
し
始
め
た
（
第
一
五
信
）。

四.

一
九
五
〇
年
九
月
一
四
日
以
前
、
お
そ
ら
く
は
ノ
グ
チ
が
こ
の
年
離
日
し
た
九
月
五
日
以
前
に
丹
下
は
ノ
グ
チ
か
ら
《
ベ
ル
タ
ワ
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ー
》
以
外
の
「
も
っ
と
恒
久
的
な
か
た
ち
に
発
展
」
さ
せ
た
「
優
れ
た
も
の
」
が
出
て
く
る
感
触
を
得
て
い
た
（
第
二
〇
信
）。
こ
の
時

点
で
の
「
恒
久
的
な
か
た
ち
」
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
二
章
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
一
九
五
〇
年
一
一
月
九
日
な
ら
び
に
一
九
五

一
年
二
月
二
一
日
の
市
長
発
言
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
し
て
み
る
と
、
ノ
グ
チ
の
地
下
に
慰
霊
堂
を
設
け
る
構
想
は
、
こ
の
間
に
構
想

さ
れ
、
市
長
の
耳
に
入
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

五.

一
九
五
一
年
五
月
一
日
の
時
点
で
、
慰
霊
碑
を
ノ
グ
チ
が
設
計
す
る
こ
と
は
丹
下
と
市
側
の
間
で
既
成
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
（
第

二
二
信
）。
こ
れ
も
第
二
章
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
一
九
五
一
年
二
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
専
門
委

員
会
の
席
で
、
そ
の
発
案
者
の
名
前
は
伏
せ
ら
れ
な
が
ら
も
慰
霊
堂
を
地
下
に
設
け
る
プ
ラ
ン
に
関
し
、
岸
田
日
出
刀
の
強
い
賛
同
を
得

て
い
た
こ
と
が
、
丹
下
・
市
側
の
両
者
が
ノ
グ
チ
を
慰
霊
碑
の
設
計
者
と
し
て
計
画
を
進
め
る
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六.

橋
の
勾
欄
に
関
し
て
は
、
ノ
グ
チ
が
一
九
五
一
年
六
月
に
広
島
を
訪
問
し
た
と
き
か
ら
、
そ
の
構
想
が
始
ま
り
（
第
二
三
信
）、
具

体
的
な
詰
め
は
ノ
グ
チ
の
ア
メ
リ
カ
帰
国
（
七
月
五
日
）
後
に
行
わ
れ
た
。
実
際
、
丹
下
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
会
議
出
席
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ

た
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ノ
グ
チ
か
ら
勾
欄
の
ス
ケ
ッ
チ
を
受
け
取
っ
て
い
る
�
。

以
上
の
よ
う
に
な
る
。
最
後
の
書
簡
第
二
三
信
を
書
い
た
翌
日
に
あ
た
る
六
月
三
〇
日
、
丹
下
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
出
席
の
た
め
に
旅
上
の
人
と

な
り
、
欧
米
視
察
後
の
秋
の
帰
国
ま
で
三
ヶ
月
ほ
ど
日
本
を
不
在
に
す
る
。
ノ
グ
チ
が
慰
霊
碑
の
本
格
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
の
は
、

「
何
か
に
憑
か
れ
た
人
の
よ
う
に
、
粘
土
と
闘
い
は
じ
め
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
彼
の
結
婚
式
の
ほ
と
ん
ど
前
日
ま
で
つ
づ
い
た
」�
と
い

う
丹
下
の
証
言
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
年
の
再
来
日
で
あ
る
一
一
月
一
六
日
以
降
か
ら
山
口
淑
子
と
の
結
婚
式
が
あ
っ
た
一
二
月

一
五
日
ま
で
の
一
月
足
ら
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
お
お
ら
か
で
気
宇
に
溢
れ
…
…
古
代
の
た
ま
の
よ
う
な
お
お
ら
か
さ
を
も
っ
て
い

た
」�
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ノ
グ
チ
案
不
採
択
の
決
断
を
し
た
岸
田
を
し
て
「
こ
の
種
の
堂
や
碑
と
し
て
な
か
な
か
力
強
く
、
清
新
豊
か

な
力
作
と
し
て
わ
た
し
も
そ
の
よ
さ
は
充
分
よ
く
味
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」�
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
本
論
に
と
っ
て
重
要
な
事
実
は
、
ま
ず
、
丹
下
が
「
平
和
都
市
建
設
計
画
の
中
心
課
題
」
と
し
て
平
和
公
園

の
全
体
計
画
（
図
１１
）
を
広
島
市
に
提
出
し
た
直
後
に
ノ
グ
チ
と
会
い
、
記
念
公
園
内
の
広
場
に
あ
た
る
部
分
に
傾
斜
を
設
け
、
慰
霊
碑

に
あ
た
る
部
分
を
舞
台
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
彼
の
案
に
深
く
傾
倒
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
丹
下
の
平
和
記
念
公
園
プ
ラ
ン
に

は
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
陳
列
館
か
ら
旧
産
業
奨
励
館
へ
向
か
う
方
向
性

が
指
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
従
来
、
正
円
で
囲
わ
れ
礼
拝
の
対
象
と
し
て
方
向
が

定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
丹
下
案
の
慰
霊
碑
に
対
し
、
舞
台
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
来
場
者
は
南
か
ら
北
に
向
け
て
遥
拝
す
る
こ
と
が
決
定
づ
け
ら
れ

る
。
最
終
的
に
ノ
グ
チ
が
出
し
た
慰
霊
碑
模
型
の
写
真
（
図
１４
）
か
ら
判
断
す

る
と
、
高
さ
二
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
と
さ
れ
る
基
壇
の
上
の
慰
霊

碑
に
は
、
そ
の
下
部
に
高
さ
、
お
よ
そ
九
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
七
〇
セ
ン
チ
の
覗

き
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。
六
〇
セ
ン
チ
と
推
定
さ
れ
る
基
壇
の
高
さ
を
加
算

す
る
と
、
礼
拝
者
が
基
壇
の
前
に
立
つ
と
き
、
そ
の
力
強
く
縁
取
ら
れ
た
窓
か

ら
、
く
っ
き
り
と
旧
産
業
奨
励
館
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。
ノ
グ
チ
の
慰
霊
碑
が
建
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤
森
が
い
う
よ
う
に
「
丹
下

の
、
は
る
か
に
原
爆
の
残
骸
を
望
む
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
喪
わ
れ
」�
た
と

は
想
定
し
難
い
。
大
地
母
神
の
太
く
力
強
い
大
腿
部
に
そ
の
発
想
の
起
源
の
一

つ
を
持
つ
�
窓
に
縁
取
ら
れ
て
、
礼
拝
者
の
原
爆
ド
ー
ム
に
対
す
る
集
中
力

は
、
現
状
よ
り
は
る
か
に
強
く
高
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
基
壇
を
設
置
す

図 14 イサム・ノグチ «Hiroshima Memorial to The Dead» 1952年
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る
こ
と
を
含
め
、
慰
霊
碑
越
し
に
ド
ー
ム
を
望
見
す
る
丹
下
案
に
よ
る
現
状
の
慰
霊
碑
は
、
明
ら
か
に
ノ
グ
チ
案
の
影
響
の
下
に
つ
く
ら

れ
た
。

《
つ
く
る
》
と
《
ゆ
く
》
と
ノ
グ
チ
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
彼
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
橋
の
勾
欄
も
丹
下
が
最
終
的
に
慰
霊
碑
の
デ
ザ

イ
ン
を
家
型
埴
輪
の
屋
根
の
形
と
し
、
ひ
い
て
は
大
東
亜
建
設
忠
魂
神
域
計
画
の
本
殿
の
デ
ザ
イ
ン
に
戻
ら
せ
た
ひ
き
が
ね
と
な
っ
て
い

る
。
と
い
う
の
も
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
彼
の
デ
ザ
イ
ン
を
受
け
と
っ
た
と
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
勾
欄
が
、
す
ば
ら
し
い
ス
ケ

ー
ル
で
彫
刻
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
、
私
は
、
何
か
伊
勢
を
感
じ
た
」�
と
丹
下
が
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ
グ
チ
に
触
発
さ
れ
て

自
ら
の
公
園
プ
ラ
ン
の
な
か
に
潜
在
的
に
埋
も
れ
て
い
た
伊
勢
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
か
ら
の
影
響
を
意
識
し
始
め
る
の
は
こ
の
こ
ろ

（
一
九
五
一
年
九
月
）
か
ら
で
あ
る
。
慰
霊
碑
南
側
に
段
差
が
設
け
ら
れ
、
平
和
記
念
公
園
の
原
案
（
図
５
）
や
平
和
公
園
プ
ラ
ン
（
図

１１
）
に
も
な
か
っ
た
、
来
場
者
は
南
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
の
あ
る
北
へ
向
か
っ
て
仰
ぐ
方
向
性
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
家
型
埴
輪
の
屋
根
を

も
と
に
し
た
丹
下
の
慰
霊
碑
案
の
南
に
は
、
平
和
広
場
を
分
断
す
る
参
道
ま
で
も
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
初
め
て
旧
産
業
奨
励
館
は

拝
殿
の
後
ろ
に
控
え
る
御
神
体
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
丹
下
の
慰
霊
碑
が
完
成
し
た
一
九
五
二
年
八
月
以

降
、
旧
産
業
奨
励
館
は
「
原
爆
の
遺
骸
」
と
も
「
原
爆
遺
跡
」
と
も
呼
ば
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

丹
下
が
旧
産
業
奨
励
館
に
向
け
て
注
い
で
き
た
眼
差
し
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
か
け
て
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
焼
け
野
原
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
使
命
を
負
っ
た
そ
の
初
年
度
に
お
い
て
は
、
道
路
の
建
設
に
夢
中

で
眼
中
に
な
く
、
そ
れ
は
翌
年
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
三
年
目
に
あ
た
る
一
九
四
八
年
に
聖
堂
コ
ン
ペ
と
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
と
の
出
会
い
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を
機
に
転
機
が
訪
れ
、
翌
年
の
平
和
記
念
公
園
コ
ン
ペ
で
は
百
メ
ー
ト
ル
道
路
と
直
交
す
る
軸
線
上
に
据
え
る
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ

る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
の
旧
産
業
奨
励
館
は
「
原
爆
の
遺
骸
」
で
あ
り
、
軸
線
上
に
設
け
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
基
点
で
あ
る
陳
列
館
と

対
を
成
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
五
〇
年
の
「
平
和
記
念
都
市
の
中
心
課
題
」
と
し
て
の
平
和
公
園
プ
ラ
ン
で
そ
れ
は
「
広
島
の

コ
ア
」
の
中
心
点
と
な
り
、「
原
爆
遺
跡
」
と
言
い
換
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
二
年
間
に
丹
下
が
旧
産
業
奨
励
館
に
与
え
た
役
割
は
、

基
点
や
中
心
点
で
あ
っ
て
も
礼
拝
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
五
〇
年
の
ノ
グ
チ
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
か
け

て
慰
霊
碑
に
関
す
る
彼
と
の
親
密
な
や
り
取
り
の
な
か
で
、「
遺
骸
」
や
「
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
れ
は
徐
々
に
神
聖
視
化
さ
れ
て

ゆ
く
。
丹
下
が
最
終
的
な
慰
霊
碑
案
を
つ
く
り
、
そ
の
前
に
参
道
ま
で
設
け
る
に
至
っ
た
の
は
、
慰
霊
碑
の
前
に
傾
斜
を
設
け
、
舞
台
の

よ
う
な
設
え
に
す
る
進
言
を
ノ
グ
チ
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
は
ノ
グ
チ
は
、
自
ら
の
慰
霊
碑
案
に
、
礼
拝
者
が
高
い
集

中
力
の
な
か
で
旧
産
業
奨
励
館
を
望
む
窓
を
開
け
た
こ
と
が
、
丹
下
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
な
が
ら
、
紙
幅
が
尽
き
て
ノ
グ
チ
の
慰
霊
碑
案
に
つ
い
て
充
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
の
機
会
に

譲
る
こ
と
と
す
る
。

＊
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
広
島
市
公
文
書
館
の
近
藤
憲
男
氏
な
ら
び
に
広
島
県
立
文
書
館
の
西
向
宏
介
氏
の
御
好
意
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
記
し
て
こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註�
『
新
建
築
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
新
建
築
社
、
一
九
五
四
年
一
月
。
目
次
タ
イ
ト
ル
で
は
丹
下
健
三
「
広
島
平
和
都
市
計
画
」
と
さ
れ
、
本
文
中

で
は
丹
下
健
三
、
浅
田
孝
、
大
谷
幸
夫
、
三
名
に
よ
る
設
計
と
し
た
上
で
「
広
島
計
画1946−1953

と
く
に
そ
の
平
和
会
館
の
建
設
経
過
」
と

題
さ
れ
て
い
る
。
な
お
当
該
記
事
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
公
会
堂
も
含
め
、
平
和
記
念
館
陳
列
館
、
本
館
の
実
施
設
計
案
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

�
『
メ
タ
ボ
リ
ス
ト
の
未
来
都
市
』
森
美
術
館
展
覧
会
図
録
、
二
〇
一
一
年
、
三
〇
頁
。
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�

丹
下
健
三
（
聞
き
手：

藤
森
照
信
、
松
葉
一
清
）「
焼
け
野
原
か
ら
情
報
都
市
ま
で
駆
け
抜
け
て
」『
建
築
雑
誌
』
第
一
〇
一
巻
、
第
一
二
四
二

号
、
一
九
八
六
年
一
月
、
一
九
頁
。

�

丹
下
健
三
、
浅
田
孝
、
大
谷
幸
夫
、
木
村
徳
國
「
広
島
市
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
競
技
設
計
等
選
図
案
１
等
│
広
島
市
平
和
記
念
都
市
に
関

連
し
て
」『
建
築
雑
誌
』
日
本
建
築
学
会
、
一
九
四
九
年
一
〇
、
一
一
月
号
、
四
二
頁
。

�

一
九
四
五
年
一
一
月
五
日
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
に
よ
り
小
林
一
三
国
務
大
臣
を
総
裁
と
し
て
被
災
し
た
全
国
諸
都
市
の
戦
災
復
興
事
業
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
機
関
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
頁
。

�

石
丸
紀
興
、
李
明
、
岡
河
貢
「
広
島
の
復
興
都
市
計
画
と
丹
下
健
三
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
五
五
七
号
、
二
〇
〇
二
年
七
月
、

三
四
一
頁
。
同
論
文
は
当
時
の
『
中
国
新
聞
』
の
記
事
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
丹
下
ら
が
復
興
院
の
委
嘱
で
正
式
に
こ
の
年
広
島
に
滞
在
し

た
時
期
を
一
一
月
一
一
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
ま
で
の
間
と
し
、「
恐
ら
く
夏
休
み
」
を
利
用
し
て
「
嘱
託
と
い
う
身
分
で
は
な
く
自
主
的
な
調

査
、
研
究
」
を
行
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

�

註
�
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
広
島
市
復
興
審
議
会
」
と
は
、
一
九
四
六
年
一
月
八
日
に
広
島
市
が
発
足
し
た
広
島
市
復
興
局
が
組
織
し
た
も
の
で

あ
る
。
元
広
島
県
知
事
で
元
戦
災
復
興
院
次
長
の
松
村
光
麿
ら
を
顧
問
に
向
か
え
、
各
界
代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
地
区
代
表
者
二
六
名
に
よ
っ

て
メ
ン
バ
ー
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
年
二
月
二
五
日
に
第
一
回
の
会
が
持
た
れ
、
翌
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
全
二
二
回
を
開
催
。
と
り
わ
け
丹

下
が
「
広
島
市
復
興
計
画
説
明
要
旨
」
を
提
出
す
る
以
前
の
一
九
四
六
年
中
に
度
々
開
か
れ
、
活
発
な
議
論
を
展
開
、
大
筋
の
復
興
計
画
を
決
め

て
い
た
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
九
頁
。

	

一
九
四
五
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
七
年
九
月
の
間
に
、
丹
下
は
以
下
の
講
演
、
論
文
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

・「
人
口
移
動
の
地
域
構
造
」『
大
会
学
術
講
演
梗
概
集.

計
画
系
』
第
二
一
巻
、
第
二
号
。
一
九
四
五
年
、
五
二
│
五
六
頁
。

・「
６.
通
勤
現
象
に
関
す
る
基
礎
理
論
」『
大
会
学
術
講
演
梗
概
集.

計
画
系
』
第
二
二
巻
、
第
三
号
、
一
九
四
六
年
、
九
│
一
一
頁
。

・「
７.

通
勤
現
象
よ
り
み
た
る
大
都
市
の
地
域
構
造
」『
大
会
学
術
講
演
梗
概
集.

計
画
系
』
第
二
二
巻
き
、
第
三
号
、
一
九
四
六
年
、
一
一
│

一
二
頁
。

・「
人
口
移
動
の
地
域
構
造
（（
第
２
部
會：

歴
史
、
計
畫
、
都
市
計
畫
））（
昭
和
２１
年
度
建
築
學
會
大
會
特
輯
）」『
建
築
雑
誌
』
第
六
二
巻
、
第

七
二
八
、
七
二
九
号
、
一
九
四
七
年
、
二
五
頁
「

通
勤
現
象
に
關
す
る
基
礎
理
論
�（
第
３
部
會
）」『
建
築
雑
誌
』
第
六
二
巻
、
第
七
三
四
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号
、
一
九
四
七
年
、
一
四
頁
。

・「「�
通
勤
現
象
よ
り
見
た
る
大
都
市
の
地
域
構
造
�（
第
３
部
會
）」『
建
築
雑
誌
』
第
六
二
巻
、
第
七
三
四
号
、
一
九
四
七
年
、
一
四
│
一
五

頁
。

�

丹
下
健
三
「（
仮
題
）
大
東
亜
建
設
記
念
造
営
計
画
丹
下
案
主
旨
説
明
」『
建
築
雑
誌
』
一
九
四
二
年
一
二
月
号
。（
丹
下
健
三
、
藤
森
照
信
『
丹

下
健
三
』
新
建
築
社
、
八
三
頁
よ
り
引
用
。）

�

井
上
章
一
『
戦
時
下
日
本
の
建
築
家
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
、
二
二
六
│
二
七
四
頁
。
註
�
前
掲
書
の
う
ち
『
丹
下
健
三
』、
一
四
二
│

一
四
三
頁
。

�

な
お
、
藤
森
は
註
�
前
掲
書
の
著
書
の
な
か
で
、
こ
の
斜
路
に
関
し
、
丹
下
と
と
も
に
設
計
に
関
わ
っ
た
大
谷
幸
夫
の
記
憶
と
し
て
、「
駅
と
三

角
地
を
結
ぶ
機
能
だ
け
で
な
く
、
景
観
上
の
配
慮
も
な
さ
れ
、
通
り
の
先
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
呼
ば
れ
る
似
島
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い

た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
広
島
駅
か
ら
紙
屋
町
へ
伸
び
る
斜
路
の
延
長
線
上
に
似
島
は
見
え
難
く
、
実
際
に
見
え
た
の
は
宮
島
彌
山
の
誤
り
か
、

も
し
く
は
丹
下
ら
が
も
う
一
つ
の
斜
路
と
し
て
計
画
し
て
い
た
紙
屋
町
か
ら
鷹
野
橋
に
至
る
道
の
先
に
位
置
す
る
の
が
似
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
で
記
憶
の
混
同
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。

�

丹
下
健
三
、
藤
森
照
信
『
丹
下
健
三
』
新
建
築
社
、
二
〇
〇
二
年
、
八
四
頁
。

�

丹
下
健
三
「
広
島
市
復
興
計
画
説
明
要
旨
」『
広
島
県
史：

近
代
現
代
資
料
編
�
』
広
島
県
発
行
、
一
九
七
五
年
、
一
〇
五
三
│
一
〇
五
八
頁
に

再
録
。

	

丹
下
健
三
、
武
基
雄
、
浅
田
孝
、
大
林
新
、
石
川
充
、
大
谷
幸
夫
「
広
島
市
復
興
計
画
の
基
礎
問
題
」『
大
会
学
術
講
演
梗
概
集

計
画
系
』
第

二
二
巻
、
第
三
号
、
一
九
四
六
年
七
月
、
二
三
│
二
四
頁
。




註
�
前
掲
書
、
三
四
三
│
三
四
四
頁
。

�

頴
原
澄
子
「
原
爆
ド
ー
ム
保
存
に
関
す
る
考
察

一
九
四
五
年
│
一
九
五
二
年
│
原
爆
ド
ー
ム
の
建
つ
敷
地
お
よ
び
原
爆
ド
ー
ム
本
体
の
扱
わ
れ

方
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
五
九
六
号
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
九
│
二
三
四
頁
。




同
前
。

�
「
第
十
九
回
復
興
審
議
会
記
録
」『
広
島
新
史

資
料
編
�
（
復
興
編
）』
広
島
市
、
一
九
八
二
年
、
七
五
頁
。
な
お
文
中
「
武
氏
」
と
あ
る
の
は
、

丹
下
と
と
も
に
戦
災
復
興
院
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
当
時
主
に
呉
市
の
復
興
計
画
を
作
成
し
て
い
た
武
基
夫
（
当
時
早
稲
田
大
学
助
教
授
）
の
こ
と

を
指
す
。
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�
「
第
二
〇
回
復
興
審
議
会
記
録
」
註
�
前
掲
書
、
七
六
頁
。

�

同
前
。

�
「
第
二
〇
回
復
興
審
議
会
記
録
」
註
�
前
掲
書
、
七
七
頁
。

�
「
第
二
一
回
復
興
審
議
会
」（
一
九
四
七
年
三
月
六
日
開
催
）
註
�
前
掲
書
、
七
九
頁
。

�
「
戦
災
復
興
計
画
の
樹
立
」『
市
勢
要
覧
』
広
島
市
、
一
九
四
七
年
一
二
月
発
行
。『
広
島
新
史

資
料
編
�
（
復
興
編
）』
広
島
市
、
一
九
八
二

年
、
一
〇
四
│
一
〇
六
頁
に
再
録
。

�

同
前
、
一
〇
五
頁
。「
慈
仙
寺
」
と
は
中
島
町
の
あ
っ
た
三
角
州
の
突
端
西
に
あ
っ
た
寺
の
名
称
。

	

註


前
掲
書
、
二
三
一
頁
。

�

註
�
前
掲
書
、
第
七
章
「
広
島
平
和
記
念
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
堂
コ
ン
ペ
に
始
ま
る
」
一
三
〇
頁
。
当
時
丹
下
の
向
か
い
に
住
ん
で
い
た
内
田
祥
哉
の

証
言
と
し
て
載
せ
て
い
る
。




同
前
。
一
三
〇
│
一
三
七
頁
。

�
「
広
島
復
興
懇
談
会
の
記
録
概
要
」『
広
島
新
史

資
料
編
�
（
復
興
編
）』
広
島
市
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
七
│
一
〇
九
頁
に
再
録
。

�

一
九
四
七
年
七
月
二
九
日
付
け
『
中
国
新
聞
』
マ
イ
ル
ス
・
ヴ
ォ
ー
ン
（
Ｕ
Ｐ
東
洋
方
面
副
社
長
）
に
よ
る
、
ピ
カ
ド
ン
記
念
公
園
、
博
物
館
構

想
。
一
九
四
八
年
一
月
二
九
日
付
け
報
告
書
、
タ
ム
・
デ
ー
リ
ン
グ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
計
画
顧
問
）
に
よ
る
原
子
時
代
記
念
館
、
平
和

記
念
碑
、
原
爆
投
下
点
に
近
く
中
央
に
位
置
す
る
建
物
を
保
存
等
の
提
案
。

�

一
九
四
八
年
一
一
月
頃
か
ら
広
島
市
は
「
広
島
平
和
記
念
都
市
法
」
制
定
に
向
け
て
の
草
案
づ
く
り
を
開
始
し
、「
広
島
原
爆
災
害
総
合
復
興
対

策
に
関
す
る
請
願
書
」
を
一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
版
と
一
九
四
九
年
二
月
版
の
二
度
に
わ
た
っ
て
作
成
し
た
。
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
が
復
興
計
画
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
石
丸
紀
興
「
広
島
の
戦
災
復
興
計
画
時
に
お
け
る
復
興
顧
問
Ｓ
・
Ａ
・
ジ
ャ
ビ
ー
の
計

画
思
想
と
そ
の
果
た
し
た
役
割
に
関
す
る
研
究
」『
都
市
計
画
論
文
集
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
一
年
、
二
九
五
│
三
〇
〇
頁
。
同
書
に
お
い
て
石

丸
は
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
が
原
爆
ド
ー
ム
保
存
に
与
え
た
影
響
を
的
確
に
分
析
し
て
い
る
。

�

註


前
掲
書
、
二
三
一
│
二
三
二
頁
。
六
件
の
記
事
と
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
中
国
新
聞
』
の
記
事
に
は
、「
対
岸
の
産
業
奨
励

館
跡
の
ド
ー
ム
を
含
む
約
三
万
二
千
坪
を
対
象
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
「
ド
ー
ム
」
と
い
う
呼
称
が
地
元
で
は
一
般
化
し
て
い

た
証
左
と
な
っ
て
い
る
。

・『
中
国
新
聞
』
一
九
四
九
年
四
月
一
七
日
付
け
記
事
。
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・『
建
築
雑
誌
』
日
本
建
築
学
会
発
行
、
一
九
四
九
年
五
月
号
。

・『
建
築
と
社
会
』
日
本
建
築
協
会
発
行
、
一
九
四
九
年
六
月
号
。

・『
ひ
び
き
』
栃
木
県
総
務
部
総
務
課
発
行
、
一
九
四
九
年
六
月
号
。

・『
新
都
市
』
都
市
計
画
協
会
発
行
、
一
九
四
九
年
六
月
号
。

・『
建
設
月
報
』
建
設
省
大
臣
官
房
広
報
室
発
行
、
一
九
四
九
年
六
月
号
。

�

註
�
前
掲
書
の
う
ち
『
建
設
月
報
』
九
八
頁
。
註
�
前
掲
書
二
三
二
頁
の
穎
原
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
実
際
は
旧
産
業
奨
励
館
の
存
廃
に
つ
い

て
何
の
決
定
も
下
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
広
島
市
議
会
に
よ
る
保
存
の
正
式
決
は
一
九
六
六
年
で
あ
る
。

�

註
�
前
掲
書
の
う
ち
『
建
設
月
報
』
九
八
頁
。

�
「
廣
島
市
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
競
技
設
計
等
選
圖
案

２
等
」。「
廣
島
市
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
競
技
設
計
等
選
圖
案

３
等
」『
建

築
雑
誌
』
第
六
四
巻
、
第
七
五
六
号
、
一
九
四
九
年
一
一
月
二
〇
日
、
四
四
│
四
五
頁
。

�

丹
下
健
三
、
淺
田
孝
、
大
谷
幸
夫
、
木
村
徳
國
「
廣
島
市
平
和
記
念
公
園
及
び
記
念
館
競
技
設
計
等
選
圖
案

１
等
」
註
�
前
掲
書
、
四
〇
│
四

三
頁
中
四
二
頁
。

�

同
前
、
四
〇
頁
。

�

同
前
、
四
二
頁
。

	

斉
藤
道
雄
『
原
爆
神
話
の
五
〇
年
』
中
公
新
書
、
一
九
九
五
年
、
八
二
│
一
一
二
頁
。




註
�
前
掲
書
、
四
三
頁
。

�

よ
り
踏
み
込
ん
で
い
う
な
ら
ば
、
広
島
の
街
と
そ
の
住
人
は
「
原
爆
の
犠
牲
」
に
な
っ
た
が
、
そ
の
犠
牲
の
お
か
げ
で
戦
争
は
終
わ
り
、
百
万
人

の
命
が
救
わ
れ
た
。
ま
た
、
原
爆
は
最
終
兵
器
で
あ
る
故
、
も
う
こ
れ
以
上
戦
争
は
起
き
な
い
と
い
う
世
界
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
。「
原
爆
の

遺
骸
」
と
は
正
し
く
は
原
爆
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
遺
骸
で
あ
り
、
そ
れ
は
犠
牲
者
と
い
う
よ
り
も
原
子
力
と
い
う

新
時
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
の
破
壊
力
を
見
せ
つ
け
た
証
拠
物
件
と
し
て
観
光
の
目
玉
と
な
る
。
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー
に
始
ま
る
こ
の
刷
り
込
み
を
丹
下
は

一
等
当
選
案
の
出
発
点
と
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

�

註
�
参
照
。




註
�
前
掲
書
の
う
ち
『
建
設
月
報
』
九
八
頁
に
あ
る
「
平
和
記
念
館
」
の
定
義
に
関
す
る
項
目
に
は
「
こ
れ
（
集
会
場
、
陳
列
室
、
平
和
の
塔＝

引
用
者
註
）
を
各
々
独
立
の
建
物
と
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
附
則
も
つ
い
て
い
る
。
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�

註
�
前
掲
書
、
同
頁
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
三
九
頁
。

�

註
�
前
掲
書
、
四
三
頁
。

�

西
村
明
「
戦
後
日
本
と
戦
争
死
者
慰
霊
│
シ
ズ
メ
と
フ
ル
イ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
有
志
舎
、
二
〇
〇
六
年
。

�

註
�
前
掲
書
、
四
三
頁
。

	

註
�
前
掲
書
、
一
四
〇
頁
。
な
お
こ
の
模
型
は
第
四
章
で
取
り
上
げ
る
丹
下
書
簡
の
第
三
信
（
日
付
な
し
な
が
ら
一
九
四
九
年
一
二
月
に
送
付
と

推
定
で
き
る
）
な
ら
び
に
第
五
信
（
一
九
五
〇
年
三
月
三
〇
日
付
）
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
貿
易
産
業
博
覧
会
」

（
会
期：

一
九
五
〇
年
三
月
一
五
日
│
六
月
一
五
日
）
出
品
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。




広
島
市
公
文
書
館
蔵
「
第
２
回
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
専
門
委
員
会
要
点
記
録
」
一
九
五
〇
年
一
一
月
九
日
、
場
所：

宮
島
町
か
め
福
旅
館

梅
林
荘
、
二
頁
。

�

丹
下
健
三
「1949−1950

」
註
�
前
掲
書
、
七
頁
。




同
前
。

�

広
島
市
公
文
書
館
蔵
「
第
４
回
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
専
門
委
員
会
要
点
記
録
」
一
九
五
一
年
二
月
二
一
日
、
場
所：

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
一
丁
目
四
番
地
広
島
市
役
所
平
河
寮
、
四
頁
。

�

同
前
、
四
│
五
頁
。

�

同
前
、
五
頁
。「
何
で
せ
う
。」
と
い
う
岸
田
の
質
問
に
対
し
、
市
長
は
丹
下
が
位
置
決
め
を
し
た
慰
霊
堂
で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
岸

田
は
「
な
く
て
良
い
で
せ
う
。」
と
き
っ
ぱ
り
答
え
、
敷
地
が
狭
く
多
勢
の
人
が
集
ま
り
に
く
い
こ
と
、
ア
ー
チ
と
の
一
体
感
が
な
い
こ
と
を
理

由
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
市
長
は
「
岸
田
先
生
の
意
見
な
ら
市
民
も
大
喜
び
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
答
え
、
慰
霊
堂
を
地
下
に
置
く
プ

ラ
ン
が
岸
田
の
発
案
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
議
論
の
進
め
方
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
生
じ
た
す
れ
違
い
、
す
な
わ
ち
市
長
は

岸
田
の
支
持
を
得
た
と
思
い
、
岸
田
は
そ
の
発
案
者
の
名
を
知
ら
ず
、
あ
た
か
も
自
分
の
発
案
の
よ
う
に
市
長
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
と
い
う
体
面

上
の
心
地
よ
さ
、
こ
の
ズ
レ
が
後
の
ノ
グ
チ
案
不
採
択
事
件
へ
と
発
展
す
る
温
床
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

�
『
広
島
新
史

都
市
文
化
編
』
広
島
市
、
一
九
八
三
年
、
五
七
│
五
八
頁
。

�

広
島
公
文
書
館
蔵
「
広
島
平
和
都
市
建
設
構
想
試
案
」
広
島
市
発
行
、
一
九
五
〇
年
四
月
、
四
九
│
五
〇
頁
。

�

た
だ
し
、
註
�
前
掲
書
の
う
ち
『
建
設
月
報
』
九
八
頁
に
あ
る
「
設
計
方
針
」
に
は
、「
尚
本
公
園
は
隣
接
し
て
約
二
十
二
万
坪
の
中
央
公
園
が
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あ
り
此
処
に
運
動
場
其
他
近
代
的
施
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
計
画
に
は
運
動
競
技
場
等
は
含
め
る
要
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
四
七
頁
。

�

註
�
前
掲
書
、
四
頁
、
六
頁
。

�

原
文
は
以
下
の
通
り
。“The

H
iroshim

a
Peace

C
enter

Projectw
hich

w
e
are
entrusted

w
ith
can

notbe
the

idealtype
of
the

core
w
e
cher-

ish
in
m
ind,buta

very
rare

case
in
Japan

in
w
hich

various
elem

ents
of
tow
n-planning

under
various

governm
entaljurisdictions

are
or-

ganized
into

a
synthetic

integration
and

are
going

to
be
actualized.”

�

前
田
富
士
男
「
記
憶
と
し
て
の
造
形
空
間
と
カ
ウ
ン
タ
ー
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
│
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
》
に
お
け
る
ト
ポ
ス
と
サ

イ
ト
│
」『
慶
応
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
／
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１３

記
憶
と
し
て
の
建
築
空
間

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
／
谷
口
吉
郎
／
慶
応
義

塾
』
慶
応
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
一
頁
。

�

ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ト
ー
レ
ス
（
相
馬
正
弘
訳
）『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

空
間
の
研
究
』
マ
ル
モ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
六
頁
。

�

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
「
劇
的
な
舞
台
ー
東
京
の
展
覧
会
に
寄
せ
て
」『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
展
』
図
録
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
た
だ
し
、
註
�
前
掲
書
、
一

三
八
頁
に
あ
る
引
用
に
よ
る
。

	

註
�
前
掲
書
。




長
谷
川
三
郎
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
語
る
（
上
・
下
）」『
東
京
新
聞
』
一
九
五
〇
年
六
月
八
日
、
九
日
。

�

一
九
五
〇
年
八
月
一
八
日
│
八
月
三
〇
日
、
日
本
橋
三
越
（
東
京
）
で
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
、
日
本
美
術
家
協
会

協
賛
）
が
開
催
さ
れ
、《
広
島
の
た
め
の
べ
ル
タ
ワ
ー
》
が
出
品
さ
れ
た
。
な
お
会
期
は
当
初
八
月
二
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
も
の
が
、
急
遽
三
日

間
延
長
さ
れ
た
。

�

ノ
グ
チ
の
広
島
訪
問
は
実
際
、
こ
の
年
の
六
月
に
実
現
し
た
。
三
日
間
の
滞
在
期
間
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
船
戸
洪
「
ム
ッ
シ
ュ
ウ
・
ノ
グ
チ
」

『
芸
術
新
潮
』
一
九
五
一
年
一
〇
月
号
、
一
二
三
│
一
二
六
頁
に
詳
し
く
報
道
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
ノ
グ
チ
が
広
島
市
の
依
頼
に
よ
り
慰
霊
碑
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。




七
月
五
日
の
離
日
後
、
実
際
に
ノ
グ
チ
が
こ
の
年
再
来
日
し
た
の
は
一
一
月
一
六
日
と
な
っ
た
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

�

丹
下
健
三
「
５
万
人
の
広
場
」『
現
実
と
創
造

丹
下
健
三1946−1958

』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
六
年
、
九
一
頁
。
初
出
『
芸
術
新
潮
』
一
九
五

六
年
一
月
号
。

― １４７ ― 丹下健三「広島計画」と原爆ドーム



�

同
前
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。
初
出
、
岸
田
日
出
刀
『
縁
』
相
模
書
房
、
一
九
五
八
年
。

�

註
�
前
掲
書
、
一
五
三
頁
。

�

B
ert
W
inther,

“The
R
ejection

of
Isam

u
N
oguchi’s

H
iroshim

a
C
enotaph

A
Japanese

A
m
erican

A
rtist

in
O
ccupied

Japan.”
Art

Jornal,

1994
W
inter,pp.23−27.

�

註
�
前
掲
書
、
九
一
頁
。

丹下健三「広島計画」と原爆ドーム ― １４８ ―




